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第117号

～子どもたちとこの国の未来のために～
全国国立大学附属学校連盟・一般社団法人全国国立大学附属学校PTA連合会

全附連ホームページ

全附P連最新情報
https://www.facebook.com/
(一社)全国国立大学附属学校PTA連合会
-535185576863562/
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令
和
3
年
5
月
、
萩
生
田
文

部
科
学
大
臣
よ
り
不
安
や
悩
み

を
抱
え
る
全
国
の
児
童
生
徒
等

へ
向
け
た
自
殺
予
防
に
係
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
文
部
科
学
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
当
事
者
の

児
童
生
徒
用
と
彼
ら
を
見
守
る

立
場
に
あ
る
学
校
関
係
者
・
保

護
者
用
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

児
童
生
徒
用
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

は
、
た
と
え
学
校
生
活
や
学
習

に
不
安
を
抱
え
た
り
し
て
い
た

と
し
て
も
、
一
人
で
悩
む
こ
と

な
く
、
誰
に
で
も
相
談
し
て
ほ

し
い
こ
と
、
そ
し
て
周
り
の
大

人
が
自
分
の
味
方
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
相
談
窓
口
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
学
校
関
係
者
・

保
護
者
用
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は

児
童
生
徒
の
自
殺
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
子
供
と

向
き
合
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。い
ず
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、

児
童
生
徒
の
不
安
や
悩
み
に
国

と
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
重
く
受
け

止
め
、
全
附
P
連
は
不
安
や
悩

み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

子
供
の
S
O
S
を

受
け
止
め
ま
し
ょ
う

8面

あいサポート運動を
意識した企業の紹介
松江しんじ湖温泉　なにわ一水
代表取締役社長

勝谷 有史 様

香川大学教育学部
教授 北林 雅洋

5面

香川大学教育学部の
リカレント教育について

コロナ禍における児童生徒の自殺者増加に関する文部科学大臣メッセージ

『新しい時代の
研究発表への挑戦』

緊 急 特 集

４～5面

『新しい時代の部活動
〜教育効果と
働き方改革の両立〜』

6面

寄　
稿

知財創造教育
前 内閣府知的財産戦略推進
事務局参事官補佐

守 誠一朗 様

折居 光博 様

財政教育プログラム
前 財務省大臣官房地方課広報
連絡係課長補佐

子ども生活支援（貧困対策）
内閣府政策統括官（政策調整担当）付
参事官（子どもの貧困対策担当）付
参事官補佐

大澤 宙 様

７面
鈴木 慰人 様

命の大切さ
文部科学省初等中等教育局
児童生徒課生徒指導室室長

一般社団法人全国国立大学附属学校
PTA連合会

会長 大竹 昌士
（茨城大学教育学部附属小学校）

　この度、令和3年度会長に就任することになりました。
どうぞよろしくお願いいたします。
　昨年からのコロナ禍による影響は、日本国内のみなら
ず全世界に大きな影響をおよぼしました。新型コロナウ
イルスにより、尊い命を亡くされた方に心より哀悼の意
を表します。また、新型コロナウイルスの治療等で大変
な思いをされた方々にもお見舞い申し上げるとともに、
治療や感染防止対策にご尽力いただいている医療従事者
や関係者の皆様に感謝の意を表します。学校現場におい
ては、子どもたちの学習機会の確保や日々の感染防止対
策にご尽力いただいている教職員の皆様に改めて感謝の
意を表します。少しでも早く、新型コロナウイルスが終
息することを願っております。
　今年度も、全附P連では公益性、公共性をもった活動
を止めることなく、全国の附属学校園に必要とされる事
業や情報を発信してまいります。
　昨今、全附P連が担う大きな役割と感じていることは、
時代のニーズをいち早くとらえ、附属学校園に社会から
求められていることを、皆様と共有できるように情報発
信していくことだと考えています。これからの学校教育
を構築するための研究にとって、全国の附属学校園が必
要とされる存在でなくてはなりません。例えば、今年度
から全国の小中学校に整備されたICTを活用したGIGA
スクール構想の取り組みについても、モデル校である附
属学校がどの様な存在意義を発揮できるのかを考えなけ
ればならないと思っています。もちろんPTAだけでどう
にかなるものではなく、日本教育大学協会や附属学校連
盟とも連携しながら、三位一体の活動を推進していく必
要があります。
　会員の皆様にもそれぞれの大学、学校園と力を合わせ、
附属学校園の存在意義を高めるための活動にお力添えを
いただければと思います。
　子どもたちとこの国の未来のために、精一杯活動して
まいりますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたし
ます。

　昨年度に続き、今年度も新型コロナウイルス感染症の蔓
延の中で附属学校の教育活動が実施されております。昨年
度は一斉休校に始まり、軒並み学校行事関係は中止になっ
ておりましたが、今年度は、昨年度の経験も踏まえながら

「今できる最善」をめざして、コロナ禍でも可能な形態の
教育活動の充実を目指して果敢に挑戦する附属学校の教職
員の姿に接し、日々深い感銘を受けております。
　さて、私の専門は教育哲学研究ですが、日頃読み貯めて
いた文献を思い起こしながら附属学校の教育実践に触れる
中で、17世紀オランダの思想家であるスピノザの思想をた
びたび思い出していました。スピノザは、人間の本質とは
生存への意志であると考え、自分の生命力が増大する〈喜
び〉こそ善であると言いました。このように言うと、自己
中心的な思想だと思われそうですが、スピノザは同時に興
味深いことを言います。生命力が高まり私が喜びで満たさ
れるためには、私が帰属する集団全体の力が高まることが
最もよいと言うのです。つまり集団の中で、自分だけが喜
びを感じ、他の人たちが意気消沈（〈悲しみ〉）していては、
集団全体としては力が落ちてしまい、結果として自分もま
た悦ばしい生活を送れないというのです。そのためにスピ
ノザは、他者には憎しみをできるだけ感じないようにし、
愛で応える生を推奨しました。
　スピノザがこのように述べた時代もまた、ペストが蔓延
する危機の時代でした。私は、現在のように制約が多く行
動を制限されてストレスのたまる時代だからこそ、「自分
が悦ばしく生きるために、むしろ他者の力を高めるように
互いに行動し合おう」というスピノザのメッセージが生き
るのではないかと思います。コロナ禍の中でこのように生
きるすべを身に付けることができれば、来たるべきアフ
ター・コロナの時代がより生きやすい時代となるのではな
いかと思います。「危機のただ中に希望もまた萌す」（ヘル
ダーリン）のです。

全国国立大学
附属学校連盟

理事長 池田 全之

2～3面

新 体 制 委 員 会
活 動 方 針

令 和 ３ 年 度

全附P連表彰
10～11面

9面
作文・絵作文コンクール

子供のSOSダイヤル等の相談窓口文部科学大臣メッセージ　文部科学大臣　萩生田　光一

「不安や悩みを抱える全国の児童生徒や学生等のみなさんへ」
（文部科学省ホームページ）

　
附
属
学
校
関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
学
校
教
育
へ
の
御

支
援
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
多
大
な
御
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡
大
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
我
々
は
急
激
に
変
化
し
、
先
行
き
の
予

測
が
困
難
な
時
代
に
直
面
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
子
供
た
ち
が
変
化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
多
様
な
人
々

と
協
働
し
な
が
ら
、
豊
か
な
人
生
を
切
り
開
き
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
1
月
に
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
の
構
築
を
目
指
し
て
」
答
申
で

は
、
子
供
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
な
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

を
通
じ
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
義
務
標
準
法
の

改
正
に
よ
り
、
公
立
小
学
校
の
学
級
編
成
の
標
準
が
35
人
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
文
部
科
学
省
と
し
て

も
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
I
C
T
の
活
用
と
、
そ

の
効
果
を
最
大
化
す
る
少
人
数
学
級
を
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
の

よ
う
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
全

て
の
子
供
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
立
大
学
の
附
属
学
校
は
、
実
験
的
な
、
先
導
的
な
教
育
へ

の
取
組
、
教
育
実
習
、
大
学
・
学
部
に
お
け
る
研
究
へ
の
協
力

な
ど
、
我
が
国
や
地
域
の
教
育
を
牽
引
す
る
モ
デ
ル
校
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
I
C
T
を
活

用
し
た
先
導
的
な
教
育
や
、
少
人
数
学
級
の
効
果
の
実
証
的
な

研
究
に
あ
た
っ
て
も
、
附
属
学
校
が
よ
り
先
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
関
係
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
学
び
を
最
大
限
保
障
す
る
た
め
、
附
属
学
校

の
教
育
を
引
き
続
き
、
御
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前 

文
部
科
学
省 

総
合
教
育
政
策
局

教
育
人
材
政
策
課

　
　
　
　
　
　
教
員
養
成
企
画
室
長

�

齋
藤 

潔
様

新しい時代へ向けて　
　　今こそ附属学校園の存在意義を高める コロナ禍と〈希望〉のありか

24時
じ

間
かん

子
こ

供
ども

SOSダイヤル（通
つう

話
わ

料
りょう

無
む

料
りょう

） な や み 言 お う

ご寄稿いただきました皆様の肩書は
令和3年6月5日 現在のものです。
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令和３年度　（一社）全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会　役員・理事・監事・顧問・評議員構成

担当副会長（主）
萩原　清明 大倉　宏治 大倉　宏治 桑名　良尚 谷田部　秀男

（奈良女子中等教育） （岡山中） （兼任） （三重中） （香川高松小）
担当副会長（副） 田口智之（兼任） 田口智之（兼任） 桑名良尚（兼任） 谷田部秀男（兼任） 萩原清明（兼任）

委員会 総務 財務 広報 研修 幼稚園特別支援

委員長
髙地　たか子 森川　誠 西村　寧 二村　美里 齋藤　伸
（千葉中） （奈良女子小） （滋賀小） （静岡浜松中） （福島特支）

副委員長
鈴木　規秀 服部　直毅 阿部　 智 山口　泰一 宮本　昌尚
（金沢小） （北海道教育札幌中） （千葉中） （お茶の水女子小） （香川坂出幼小中）

委員
仁木　陽介 来栖　佳明 真壁　雄一

（福岡小倉中） （山口中） （埼玉小）

顧　問
井上　恒治 増田　梓 小出　克元

平成28年度 会長 令和2年度 副会長 平成21年度 副会長

連盟選出理事
太田　千佳子 村上　潤 垂井　由博

（北海道教育特支） （東京学芸小金井中） （京都教育京都小中）

連盟選出評議員
岡部　恭幸 河野　雄二 木村　勝彦 𠮷田　隆 大木　圭

（神戸幼小） （大分中） （茨城小） （奈良女子中等教育） （千葉小）

評議員
北海道地区（会長　服部　直毅） 東北地区（会長　佐藤　淳） 関東地区（会長　廣川　幸信）
梅本　剛 江端　直美 佐藤　淳 後藤　友樹 廣川　幸信 舩戸　智香子

（北海道教育札幌小） （北海道教育函館小） （秋田中） （弘前小） （横浜国立鎌倉小） （東京工業高）
北信越地区（会長　島田　透） 東海地区（会長　石丸　泰雄） 近畿地区（会長　西村　寧）
島田　透 大谷　和弘 石丸　泰雄 世古　丈人 小林　哲也 木原　三郎

（富山小） （上越中） （名古屋中高） （三重小） （京都教育桃山中） （和歌山小）
中国地区（会長　廽野　智典） 四国地区（会長　竹内　茂明） 九州地区（会長　木場　一志）

廽野　智典 藤原　勝 竹内　茂明 宇野　健一 木場　一志 中村　悠雅
（広島福山中高） （島根義務教育後期） （高知中） （愛媛中） （長崎中） （福岡教育小倉小）

実行委員会・特別委員会

全国大会
実行委員会

７０周年事業
実行委員会

重点活動
特別委員会

実行委員長 実行委員長 特別委員長
桑名　良尚（兼任） 萩原　清明（兼任） 大倉　宏治（兼任）

副実行委員長 副実行委員長 副委員長
二村　美里（兼任） 田口　智之（兼任） 田口　智之（兼任）

サポート担当
研修委員会

サポート担当
総務委員会

寄付金担当
特別広報活動担当

大倉宏治
貧困・知財担当

桑名良尚
あいサポート担当

幼稚園特別支援戦略担当
谷田部秀男

全委員会
全国大会準備員 全委員会

正副直前会長
顧問、監事
総務委員会

専門委員
安村俊己、大嶽雅哉、
横堀太郎、岡部太郎、
竹川裕之、勝谷有史、
平岡昌純、江口浩代、
三輪慶一郎

直前会長
神余　智夫

（香川坂出幼小中）
会　長

大竹　昌士
（茨城小）

監　事
板倉　雄一郎 呉本　啓郎

税理士 平成29・30年度会長
専務理事

田口　智之
（岩手中）

事務局
事務局長 田中　一晃

理事会推薦理事 地区推薦理事

令和３年度　活動基本方針 一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会

第6９回一般社団法人全国国立大学附属学校PTA連合会総会 

　
一
般
社
団
法
人
全
国
国
立
大
学
附

属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以
下
、
連

合
会
）
は
、
全
国
5６
の
国
立
大
学
法

人
に
設
置
さ
れ
た
幼
稚
園
４９
園
・
小

学
校
６８
校
・
中
学
校
６９
校
・
高
等
学

校
15
校
・
義
務
教
育
学
校
４
校
・
中

等
教
育
学
校
４
校
・
特
別
支
援
学
校

４5
校
、
計
２
５
４
校
園
（
令
和
3
年

3
月
現
在
）
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

と
求
め
ら
れ
る
使
命
を
十
分
に
理
解

し
た
上
で
、
そ
の
絆
と
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
の
充
実
と
安
心
安
全
の
確

保
、
さ
ら
に
は
附
属
学
校
の
発
展
、

国
立
学
校
と
し
て
こ
の
国
の
未
来
を

見
据
え
た
日
本
の
公
教
育
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
実
践
と
研
鑽
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

連
盟
（
以
下
、
連
盟
）
と
と
も
に
、

日
本
教
育
大
学
協
会
を
は
じ
め
と
す

る
諸
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
附
属
学

校
お
よ
び
附
属
学
校
を
設
置
す
る
国

立
大
学
法
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
附
属

学
校
の
持
つ
独
自
性
や
創
造
性
、
社

会
的
使
命
、
存
在
意
義
、
現
状
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
お
よ
び
全

国
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
広
く

世
の
中
の
理
解
と
支
援
が
得
ら
れ
る

よ
う
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

１　
共
有
、
対
話
に
よ
る
理
解

　
附
属
学
校
の
果
た
す
べ
き
使
命
で

あ
る
日
本
の
公
教
育
を
支
え
る
国
の

拠
点
校
、
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
、
学
校
を
サ
ポ
ー

ト
す
べ
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
画
し
研
究
実

践
す
る
こ
と
で
得
た
情
報
を
会
員
相

互
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
連
合
会

は
そ
の
貢
献
度
を
各
関
係
官
庁
や
諸

団
体
に
広
く
発
信
し
て
い
く
。ま
た
、

各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
一
助
と
し
て
、
設
置
者
で
あ
る
国

立
大
学
法
人
と
の
さ
ら
な
る
連
携
と

対
話
を
提
唱
す
る
。

２　
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性

化
支
援
と
各
組
織
の
相
互
連
携

　
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
応
じ
た
教

育
の
在
り
方
、
学
習
環
境
の
充
実
と

安
心
安
全
の
確
保
、
附
属
学
校
を
取

り
巻
く
諸
問
題
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

関
わ
り
方
を
実
践
研
究
し
、
そ
の
成

果
や
課
題
を
共
有
、
議
論
す
る
た
め

の
研
修
大
会
を
開
催
し
、
連
合
会
、

連
盟
と
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
絆
を
よ

り
強
く
保
つ
。
ま
た
、
全
国
９
地
区

主
催
の
実
践
活
動
協
議
会
な
ど
各
地

区
会
活
動
を
有
機
的
に
支
援
し
、
連

盟
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
の
活
性
化

を
図
る
。
加
え
て
全
国
国
立
大
学
附

属
学
校
教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会
と

　

第
６９
回
一
般
社
団
法

人
全
国
国
立
大
学
附
属

学
校
P
T
A
連
合
会
総

会
が
、
令
和
3
年
6
月

5
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
リ
モ
ー
ト

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
各
地
区
の
会

長
が
地
区
の
代
表
と
し

て
出
席
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
は

全
国
全
て
の
P
T
A
会

長
を
出
席
対
象
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

　

大
人
数
に
よ
る

Z
O
O
M
で
の
総
会
で

し
た
が
大
き
な
不
具
合

も
な
く
無
事
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
内
で
は
一
号
議

案
か
ら
六
号
議
案
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ

い
て
無
事
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

二
年
続
い
た
神
余
会

長
か
ら
新
会
長
と
し
て

大
竹
昌
士
会
長
に
バ
ト

ン
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
子
ど
も
た

ち
と
こ
の
国
の
未
来
の

た
め
に
全
力
で
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

情
報
を
共
有
し
連
携
す
る
。

３　
対
内
お
よ
び
対
外
へ
の
広
報
活

動
の
強
化

　
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
た
ち
と

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
し
っ
か
り
と
寄

り
添
い
、
有
意
義
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
参
考
と
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

事
例
お
よ
び
情
勢
な
ど
を
全
国
の
附

属
学
校
お
よ
び
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
発

信
し
情
報
共
有
の
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
附
属
学
校
が
さ
ら
に
広
く
世
の

中
の
理
解
と
支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
関
係
諸
機
関
に
対
し

積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

さ
ら
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報

交
換
、
共
有
な
ど
、
連
合
会
が
主
体

と
な
っ
て
そ
の
運
営
強
化
を
図
る
。

４　
「
共
に
生
き
る
」
こ
と
の
推
進　

　
連
合
会
で
は
特
別
支
援
教
育
に
対

す
る
理
解
と
連
携
を
進
め
る
諸
活
動

の
推
進
を
掲
げ
、
様
々
な
取
り
組
み

を
継
続
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
校

種
を
超
え
た
絆
を
育
て
、
多
様
な
個

性
を
持
つ
仲
間
と
の
相
互
理
解
を
育

む
活
動
を
推
進
お
よ
び
発
信
す
る
。

ま
た
、自
他
を
共
に
尊
重
す
る
態
度
、

能
力
の
育
成
、
自
己
有
用
感
・
自
己

肯
定
感
の
育
成
を
目
指
し
た
活
動
を

推
進
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
お

よ
び
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
の
牽

引
に
努
め
る
。

５　
国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先
駆

者
と
し
て

　
国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先
駆
者

た
る
附
属
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、

連
合
会
は
学
校
の
働
き
方
改
革
に
協

力
す
る
と
と
も
に
教
員
と
い
う
職
業

の
魅
力
度
向
上
に
貢
献
す
る
。
加
え

て
土
曜
日
や
放
課
後
の
有
効
活
用
な

ら
び
に
外
部
人
材
や
資
源
を
発
掘
し

子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
学
び
の
環
境

を
創
造
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
ま

た
、
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
そ
の
現
状
を
調
査
研
究

お
よ
び
実
践
し
、
有
効
な
対
策
と
教

育
を
通
じ
て
貧
困
が
連
鎖
す
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

と
希
望
を
持
っ
て
成
長
す
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
活

動
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
は
学
校
の

内
外
を
問
わ
ず
子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
を
確
保
す
る
た
め
防
犯
、
防
災

に
関
す
る
教
育
や
活
動
お
よ
び
有
害

な
Ｉ
Ｔ
環
境
の
問
題
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
活
動
を
推
進
す
る
。

６　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
考
慮
し
た
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
大
き
な
社
会
的
混
乱
が
生
じ

た
。
全
国
の
学
校
で
も
休
業
な
ど
異

例
の
事
態
と
な
っ
た
中
、
附
属
学
校

や
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
前
例
の
な
い
対

応
に
苦
慮
し
た
一
年
と
な
っ
た
。
ま

た
、
附
属
学
校
で
は
学
校
休
業
に
よ

り
学
習
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

ど
う
支
え
て
い
く
か
と
い
う
課
題
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
連
合
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
ま
ず
は
、
附
属
学
校
や
各
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
感
染
防
止
対
策
に
し
っ
か

り
と
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た
ち
や
関

係
者
の
方
々
の
健
康
に
配
慮
し
て
活

動
を
行
う
。
附
属
学
校
や
各
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
連
合
会
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要

が
あ
る
時
は
す
ぐ
に
支
援
で
き
る
体

制
を
整
え
る
。

　
連
合
会
の
活
動
で
は
、
緊
急
事
態

宣
言
中
は
不
要
不
急
の
移
動
は
行
わ

ず
、
遠
隔
会
議
等
の
導
入
や
事
務
局

の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
な
ど
の
対
策
に

よ
り
政
府
が
求
め
る
移
動
制
限
の
目

標
に
協
力
し
て
き
た
。

　
全
国
で
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
終
息
は
ま
だ
見
込
み
が
立
っ
て

お
ら
ず
、
今
後
も
感
染
拡
大
の
状
況

に
配
慮
し
て
活
動
す
る
。
例
年
行
っ

て
い
る
事
業
は
、
こ
の
社
会
的
な
状

況
の
中
で
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
を

適
宜
判
断
す
る
。

　
異
例
の
状
況
の
中
、
制
約
を
受
け

な
が
ら
の
活
動
に
な
る
た
め
、
例
年

通
り
の
事
業
が
実
施
で
き
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
が
、
安
易
に
活
動
を

止
め
る
こ
と
な
く
今
で
き
る
こ
と
を

十
分
に
検
証
し
実
行
す
る
。

７　
創
立
７0
周
年
に
向
け
て　

　
令
和
４
年
度
は
連
合
会
創
立
7０
周

年
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
連
合
会
は
、

附
属
学
校
の
公
益
性
、
公
共
性
向
上

に
向
け
た
連
携
強
化
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
現
代
的
教
育
課
題
へ
の
積
極

的
対
応
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
合
理
的
機

能
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
、
附
属
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
積

極
的
な
情
報
発
信
を
掲
げ
活
動
し
て

き
た
。
こ
の
一
年
は
、
こ
れ
か
ら
時

代
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

各
国
立
大
学
法
人
の
第
４
期
中
期
目

標
・
中
期
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
の
充
実
と
、
安
心
安
全
の
確
保
に

加
え
更
な
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
創
立
7０

周
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
そ
の
取

り
組
み
を
内
外
に
発
信
す
る
。



（3）　第117号 令和3年7月12日附　属　だ　よ　り

令和３年度　委員会活動　
　　　　　　　　　　　　　　　

1． 総務全般
2．  諸会議の設営（総会・正副会長会・理事会・評

議員会・地区会長会、運営企画会議）
3． 地区間交流事業の実施
4． 附属学校での取り組みを発信する場の提供
5．  子どもの貧困に関する調査研究と対策の検討（東

京学芸大学との連携）
6． 表彰の企画・運営
7． ７０周年事業の企画・運営
8． 特別広報活動（ムック本発刊）の取り組み
9．  文部科学省をはじめとする関係省庁、関係団体

との連携
1０．  全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会と

の連携
11． 運営企画会議への参画
12． PTA研修会第12回全国大会への参画
13． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
14． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 会計業務全般
2． カンガルー保険関係業務
3． いじめ対策活動等助成事業の実施
4． いじめ防止プログラム関係業務
5．  財政教育プログラム関係業務（財務省との連携）
6．  金融経済教育プログラム関係業務（金融庁との

連携）
7． クラウンドファンディング関係事業
8． 附属学校の産学連携に関する調査研究
9． 運営企画会議への参画
1０． PTA研修会第12回全国大会への参画
11．  広報活動（ホームページ運営含む）への協力
12． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1．  広報活動全般（情報収集・情報発信・取材対応）
2． 附属だよりの企画・取材・編集・発行
3． ホームページの企画・運営
4．  絵画コンクールの実施（主管校：香川大学教育

学部附属坂出学園）
5． 作文絵作文コンクールの実施
6．  特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活

動、ＳＮＳ等）の企画・運営
7． 運営企画会議への参画
8． PTA研修会第12回全国大会への参画
9． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． PTA研修会第12回全国大会の企画・運営
2． 全国大会実行委員会の運営
3． PTA研修会第13回全国大会の企画
4．  国立大学附属学校全国同窓会との連携、大同窓

会運営協力
5． 附属学校の産学連携に関する調査研究
6．  附属学校の存在意義を高める教育プログラムの

開発
7． 運営企画会議への参画
8．  広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1．  カンガルーシップ活動助成事業の企画・実施
2． 特別支援学校・学級に関する調査研究
3． 就労支援に関する調査研究
4． あいサポート運動関係業務
5． 附属幼稚園の取り組みに関する調査研究
6． 幼稚園PTA連携事業の企画・運営
7． 特別支援学校PTA連携事業の企画・運営

8． 特別広報活動（ムック本）への参画
9． 関係団体・特別会員特別支援学校との連携
1０． 運営企画会議への参画
11． PTA研修会第12回全国大会への参画
12．  広報活動（ホームページ運営含む）への協力
13． その他

〈特別委員会・実行委員会〉

　　　　　　　　　　　　　　　

1．  PTA研修会第12回全国大会の連絡・調整・実施
2．  PTA研修会第13回全国大会の企画・連絡・調整
3． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． ７０周年事業の企画・連絡・調整
2． ７０周年ビジョンの策定
3． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1．  附属学校改革に関する情報収集・情報発信・諸
対応
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７0周年事業実行委員会

重 点 活 動 特 別 委 員 会

神余　智夫　直前会長
前会長としての職務の経験を生かし、
全附Ｐ連の目的達成や更なる発展に向
けて、会長の諮問に応じ適切な助言ま
たは業務の執行をします。

萩原　清明　�副会長��

新型コロナウイルス対策に対応した、新た
な取り組みや課題を考え、連合会の合理的
かつ的確な運営を行い、附属学校の公益性・
公共性を高める活動に取り組む。

大倉　宏治　副会長�
前年度に引き続き副会長を務めます。
よろしくお願いします。「変革と周知」。
日本の公教育が大きな転換を迎える中、
今年度は特別活動の充実を！

桑名　良尚　�副会長�
大学・学校・保護者が一体となり、子ど
もたちの「生きる力」を育む社会を構築
できるよう、全国大会等魅力ある研修会
を企画・立案・運営していきます。

谷田部　秀男　�副会長�
理事5年目となり、本年度副会長を拝命
致しました。特別支援学校・学級に加
えて幼稚園をサポート対象に加え附属
学校園の発展に尽力して参ります。

田口　智之　専務理事�
今だ終息の目途が立たないコロナ禍の中
ですが、子どもたちとこの国の未来のた
めに邁進していく全附Ｐ連の活動を、全
身全霊で支えていく所存です。

髙地�たか子　総務委員長
総務委員長の髙地たか子と申します。子
どもたちの教育環境の充実に寄与できる
よう、機能的な会の運営、準備に努めます。
よろしくお願い致します。

森川　誠　財務委員長
適正な財務諸表の作成と資金収支、予算などの
財務管理を中心に、財政・金融の教育プログラ
ム普及の促進、カンガルー保険の拡張他、公教
育に資するよう活動を行っていきます。

西村　寧　広報委員長
全国各地域で貢献する附属学校園そして
全附Ｐ連の活動を一人でも多くの皆様に
知っていただけるよう様々な手法を用い
ながら努めていきたいと思います。

二村　美里　研修委員長�全国大会副実行委員長
今年の全国大会は、オンラインで開催し
ます。「広がる、繋がる、附属は一つ！」　
子どもたちの明るい未来のために有益な
情報をお届けします。

齋藤　伸　幼稚園特別支援委員長
特別支援学校・学級と幼稚園の子どもた
ちが自分らしくのびのびとした毎日を過
ごせることにつながる活動を目指してま
いります。ご意見お寄せください！

板倉　雄一郎　監事
一般社団法人化のメリットを活かしな
がら、コロナ禍の制約がある中でも効
率的な活動が行えるよう、監事として
サポートしていきたいと思います。

呉本　啓郎　監事
総会からの信任を受け、当法人の目的に
沿った業務と合理性、適正な会計処理、
法令遵守、善管注意義務を監査・検証・
助言し、担保できるよう努めます。

服部　直毅　北海道地区会長
北海道地区1０校園の活動が充実出来るよう
に地区内の連携を計り、子どもたちとこの
国の未来のために全国の附属学校の仲間と
共に活動していきます。

佐藤　淳　東北地区会長
その時々の状況を見極め、子供たちが安心
して学校生活が送れるよう、東北地区の強
固な連携のもとで、出来ること、出来る方
法を考えながら活動して参ります。

廣川　幸信　関東地区会長
子供たちにとって何が一番大切なのかを
最優先に考え、大学、地域、保護者の皆
様と協同して、時代に即した教育環境の
整備を考えていきたいと思います。

島田　透　北信越地区会長
コロナ禍の中で様々な「つながり」を見
直しながら、今の状況下で行えるＰＴＡ
活動を模索し、進んでいきたいと考えて
おりますので宜しくお願い致します。

石丸　泰雄　東海地区会長
国立大学附属学校園の伝統を守りなが
ら、これからの新しい時代を切り開いて
いく子どもたちの未来のために、地域と
連携し活動していきたいと思います。

西村　寧　近畿地区会長
全国と近畿地区の附属学校園の皆様の架
け橋となれるよう、それぞれが情報を共
有しながら、近畿地区附属学校園のアピー
ルに努めていきたいと思います。

廻野　智典　中国地区会長
地区の附属学校園で連携し、コロナ禍の
中でできること、そして収束後に求めら
れるものを共に考え、より良い活動・組
織を目指して取り組んでいきます。

竹内　茂明　四国地区会長
新型コロナの影響の中、様々な活動もま
まならない状況ではありますが、昨年度
よりは今年、さらに次を見据えて少しず
つでも前に進んでいきたいと思います。

木場　一志　九州地区会長
単Pの活動すらままならないなか、今年
度のテーマは「つなぐ」です。地区連
合会をどう繋いでいくか。大きな課題
に取り組んでいきます。

７０周年事業実行委員長
（総務・幼稚園特別支援委員会担当）

重点活動特別委員長
（財務・広報委員会担当）

全国大会実行委員長
（広報・研修委員会担当）

（研修・幼稚園特別支援
委員会担当）

７０周年事業実行副委員長・重点活動
特別副委員長（総務・財務委員会担当）

役員・委員長・監事・地区会長の

活 動 方 針
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「
中
高
生
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
、
大
人
の
研
究
者
の
つ
も
り
で

活
動
す
る
。」

　
「
大
学
入
学
後
は
す
ぐ
に
研
究
室
に
入
り
浸
り
、
大
学
院
生
と

肩
を
並
べ
て
研
究
す
る
。」

　
「
他
の
誰
も
が
気
づ
い
て
い
な
い
面
白
さ
を
見
つ
け
、
新
し
い

価
値
を
社
会
に
提
案
す
る
。」

　
こ
れ
ら
は
、
放
課
後
も
研
究
活
動
を
続
け
る
本
校
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
会
の
卒
業
生
が
築
き
上
げ
た
伝
統
で
あ
る
。「
中
高
生
だ
か

ら
」、「
研
究
室
に
行
く
の
は
数
年
学
ん
で
か
ら
」、
そ
し
て
「
ま

ず
は
先
人
が
行
っ
た
こ
と
を
丁
寧
に
追
実
験
し
て
か
ら
」
と
い
う

あ
ら
ゆ
る
規
格
を
飛
び
越
え
、
自
ら
の
好
奇
心
の
た
め
に
学
ぶ
こ

と
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
研
究
会
だ
。

　

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
S
S
H
）
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
の
17
年
間
、

本
校
S
S
H
で
は
こ
の
よ
う
な
「
規
格
外
」

の
人
材
育
成
を
目
指
し
て
き
た
。
出
入
り
自

由
な
研
究
室
を
生
徒
に
与
え
、
思
い
つ
い
た

ア
イ
デ
ア
を
す
ぐ
試
せ
る
よ
う
に
道
具
を
散

り
ば
め
る
。「
綺
麗
に
片
づ
け
す
ぎ
る
な
。
書

　
令
和
3
年
度
の
研
究
会

は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

人
数
を
絞
っ
た
対
面
形
式

や
、全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
）
で
の
実
施

も
検
討
し
た
が
、
生
徒
の

感
染
防
止
と
教
員
の

I
C
T
に
関
す
る
力
量
の

向
上
も
目
指
し
、「
授
業
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
」
＋

「
協
議
等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

配
信
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
実
施
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、本
校
教
員
は
研
究
会
前
日
ま
で
に
授
業
の
録
画
、

学
習
指
導
案
の
作
成
を
行
い
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Y
o
u
T
u
b
e
に
ア
ッ
プ
す
る
。
研
究
会
参
加
者
は
、
ア
ッ
プ

さ
れ
た
動
画
や
指
導
案
を
研
究
会
当
日
ま
で
に
視
聴
し
て
お
く
。

そ
し
て
、
研
究
会
当
日
の
研
究
協
議
で
は
、
授
業
者
、
指
導
助
言

者
が
ア
ッ
プ
し
た
授
業
や
指
導
案
を
元
に
、
解
説
を
行
い
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
と
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
行
う
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、教
育
研
究
会
当
日
の
配
信
は
全
て
Z
o
o
m
を
利
用
し
、

　
本
県
の
多
く
の
学
校
で
は
、
一
人
一
台
端
末
と

高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
昨
年
度
末
、

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

度
と
な
り
、
各
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活

用
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
本
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
5
年

ほ
ど
前
か
ら
本
格
的
に
授
業
で
活
用
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
昨
年
度
、
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
等

の
先
生
方
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業

を
見
て
い
た
だ
い
た
際
、「
是
非
、
公
立
学
校
へ
も

同
様
の
授
業
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
4
、5
月
に
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
活
用
に
特
化
し
た
授

業
を
公
開
し
ま
し
た
。
感
染

症
対
策
と
し
て
、
1
授
業
に

つ
き
参
加
者
の
上
限
を
1０
人

と
設
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
参
集

　
本
園
で
は
、
平
成
2９
年
よ
り
、
本
園
の
保
育

や
事
例
を
も
と
に
、
大
学
教
授
等
も
交
え
て
語

り
合
う
「
保
育
に
つ
い
て
語
ろ
う
デ
ー
」
と
い

う
研
修
会
を
年
に
3
～
6
回
程
度
開
催
し
て
い

る
。
参
加
者
は
、
県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
等
か
ら
の
希
望
者
で
あ
り
、
1

回
の
参
加
人
数
を
15
名
程
度
に
制
限
し
て
い

る
。
少
人
数
で
の
開
催
に
よ
り
、
参
加
者
は
、

登
園
か
ら
降
園
ま
で
の
1
日
の
生
活
を
ゆ
っ
く

り
と
参
観
で
き
る
。
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
や
遊

び
の
展
開
、
保
育
者
の
言
葉
か
け
な
ど
を
間
近

で
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
身
に

な
っ
て
考
え
た
り
、
自
分
が
保
育
者
な
ら
ど
う

関
わ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
り
し
な
が
ら
自
分
自

身
と
向
き
合
う
。

　
保
育
討
議
に
お
い
て
も
、
参
加
者
が
多
い
研

究
発
表
会
の
時
と
は
違
い
、
人
の
話
を
聞
く
ば

か
り
で
な
く
、
自
分
の
思

い
や
保
育
に
つ
い
て
話
す

機
会
が
あ
り
、
参
加
者
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る
研

修
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
参
加
者
が
、
少
し

で
も
緊
張
を
和
ら
げ
、日
々

い
た
も
の
を
す
ぐ
消
す
な
。
い
つ
で
も

誰
で
も
自
分
が
考
え
た
こ
と
に
触
れ
ら

れ
る
環
境
に
す
る
こ
と
。
誰
か
が
何
か

を
思
い
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。」
教
師
が

こ
の
よ
う
に
後
押
し
す
る
空
間
で
学
年

も
分
野
も
超
え
た
人
間
が
入
り
混
じ
り
、

好
き
な
だ
け
議
論
す
る
。
こ
の
空
気
感

こ
そ
が
、長
年
の
研
究
開
発
で
培
っ
た
独
創
的
な
世
界
で
あ
る
。

　
教
師
の
役
割
は
、
生
徒
の
好
奇
心
を
潰
さ
ず
、
そ
の
火
種
を

い
ち
早
く
察
知
し
て
然
る
べ
き
土
俵
に
上
げ
る
陰
の
立
役
者
と

な
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
、
授
業
や
探
究
活
動
の
中
に
小
さ

な
仕
掛
け
を
分
散
さ
せ
、
好
奇
心
の
発
見
に
繋
が
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
計
し
て
い
る
。「
な
る
ほ
ど
。
こ
の
子
は
そ
う
考
え

る
の
か
。」
と
、
可
能
性
を
見
つ
け
た
と
き
の
喜
び
は
表
現
し

き
れ
な
い
。

　
不
思
議
な
も
の
で
、「
規
格
外
」
の
人
材
が
育
つ
ほ
ど
他
の

生
徒
の
能
力
も
必
然
的
に
向
上
す
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
生
徒

の
み
な
ら
ず
、
教
師
自
身
の
思
考
が
変
化
し
て
い
く
現
状
が
あ

る
。
一
度
高
み
を
知
っ
て
し
ま
え
ば
、
視
点
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

さ
れ
、
世
界
の
捉
え
方
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
生
徒
も
教
師
も

変
化
し
続
け
る
学
校
教
育
の
そ
の
先
に
、
創
造
的
な
未
来
社
会

が
拓
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

全
体
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
、
研

究
会
の
主
旨
説
明
や
学
校
の
紹
介
は
録
画
し
た
も
の
を
流
し

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
中
継

の
よ
う
な
形
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
配
信
を
行
っ
た
。

　
事
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
に

わ
た
り
9
割
以
上
の
方
に
と
て
も
満
足
、
や
や
満
足
の
よ
い
評

価
を
い
た
だ
い
た
。
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
で
目
立
っ
た
の
は
以
下

の
点
で
あ
る
。

　

 

自
分
の
自
由
な
時
間
で
授
業
と
指
導
案
を
じ
っ
く
り
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
遠
隔
地
で
も
参
加
し
や
す
い
。

　
授
業
の
様
子
、
特
に
生
徒
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　�

研
究
協
議
で
は
声
の
大
き
な
人
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
由
に
発

言
し
や
す
い
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
今
後
の
対
面
形
式
の
研
究
会
で
も
、

I
C
T
機
器
の
活
用
に
よ
り
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
伝
わ
り
や
す

い
も
の
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
次
の

教
育
研
究
会
で
は
、
I
C
T
の
活
用

を
進
め
、
対
面
の
良
さ
、
遠
隔
の
良

さ
を
よ
く
検
討
し
、
さ
ら
に
よ
い
研

究
会
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
中
高
と

も
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

範
囲
を
近
隣
の
中
学
校
に
と
ど
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

募
集
を
始
め
る
と
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
公
開
当
日
は
、
実
験
の
様
子
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
撮
影

し
た
映
像
を
用
い
な
が
ら
考
察
を
し
た
り
、
教
師
と
生
徒
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
同
時
編
集
で
授
業
の
内
容
を
ま
と

め
た
り
す
る
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
様
子
は
、
新
聞
（
地
方
紙
）
な
ど
に
も
掲
載

さ
れ
、
そ
の
後
の
開
催
を
望
む
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
6
月
、
7
月
に
は
、
参
集
範
囲
を
県
内
の
中

学
校
に
広
げ
、
授
業
公
開
を
5
回
企
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、

三
密
を
さ
け
る
た
め
に
授
業
を
体
育
館
で
行
っ
た
り
来
校

前
2
週
間
の
検
温
表
の
提
出
を
求
め
た
り
す
る
な
ど
、
一

層
の
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
授
業
の
中
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
単
に
活
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
有
効

に
用
い
て
学
び
が
深
ま
る
授
業
づ
く

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
公
開
す

る
授
業
で
、
生
徒
達
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
探
究
し

た
り
発
表
し
た
り
す
る
姿
を
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

の
悩
み
や
葛
藤
を
さ
ら
け
出
し
て
発
言
で
き
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
。『
主
体
性
っ
て
何

だ
ろ
う
？
』『
こ
れ
ま
で
私
が
や
っ
て
し
ま
っ

た
保
育
で
の
大
失
敗
』
な
ど
、
誰
に
と
っ
て
も

身
近
で
、
語
り
た
く
な
る
協
議
テ
ー
マ
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
共
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
、

共
に
考
え
る
雰
囲
気
を
心
が
け
て
い
る
。
事
後

の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
就
学
を
焦
ら

ず
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
保
育
を
し
た
い
と
思
っ

た
」「
自
分
の
抱
え
て
い
る
悩
み
が
話
せ
た
こ

と
で
日
頃
の
も
や
も
や
が
解
消
さ
れ
、
明
日
か

ら
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
」
な
ど
の
前
向
き
な
思

い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
保
育
の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現

在
、
保
育
者
が
自
分
自
身
と
向
き
合
う
時
間
を

も
ち
、
他
者
と
語
り
合
う
中
で
心
を
動
か
し
、

自
ら
実
践
課
題
に
気
付
い
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
助
と
な
る
地
域
の

学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
べ
く
、
我
々

は
、
子
ど
も
と
共
に
在
る
保
育
の
営
み
を
あ
り

の
ま
ま
に
開
き
、
共
に
学

ぶ
保
育
者
の
一
人
と
し
て

謙
虚
な
姿
勢
で
語
り
合
い
、

保
育
の
質
の
向
上
に
努
め

て
い
く
と
共
に
、
今
後
も

附
属
幼
稚
園
と
し
て
発
信

を
続
け
た
い
。

「規格外」の人材育成がもたらすもの 第６７回教育研究会について

ＧＩＧＡスクール構想における地域貢献

地域の学びのネットワークづくり

奈
良
女
子
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

大
阪
教
育
大
学
附
属
天
王
寺
中
学
校
・
附
属
高
等
学
校
天
王
寺
校
舎

福
島
大
学
附
属
中
学
校

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

　附属学校の改革に関する有識者会議の報告書が出て4年が経過しようとしています。
　コロナ禍にあっても、改革の歩みを止めず、地域の模範となるべく全国の各地区の附属学
校園では、研修会、研究発表会等の事業が行われています。今回はそれらの実験的、先導的
な取組を紹介します。

　　     　新しい時代の研究発表への挑戦緊急特集

配信用事前録画映像

理科　分科会風景
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令
和
２
年
度
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
た
全
国
一
斉
休
校
が

明
け
て
、
学
校
を
再
開
で
き
た
の
は
６
月
。
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
て
も
、
全
国
で
は
、
研
究
発
表
会
等
の
中
止
の
声
が

相
次
い
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
本
校
で
は
、
何
と
か
公
開

研
究
会
を
開
催
し
よ
う
と
、
活
動
の
公
開
の
仕
方
や
協
議
の
持

ち
方
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し

て
11
月
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
公

開
研
究
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
動

画
と
、
活
動
案
な
ど
の
資
料
を
配
信

し
ま
し
た
。活
動
の
動
画
は
、小・中・

高
等
部
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
1０
分
程

度
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像
に
し
て
、

テ
ロ
ッ
プ
で
簡
単
な
説
明
を
加
え
ま

し
た
。
研
究
会
当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
、
講
演
と
学
部
ご
と
の
協
議
会

を
行
い
ま
し
た
。
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
学
部
ご

と
の
協
議
会
を
設
定
し
、
全
国
か
ら

　
本
校
で
は
、
宮
城
教
育
大
学
と
N
P
O
法
人
み
ん
な
の
コ
ー

ド
と
と
も
に
、「
C
S
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）
教
育
」

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
向
け
て
の
実
証
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
国
内
で
初
め
て
C
S
科
を
新
設
し
ま
し
た
。
子

供
が
よ
り
適
切
に
情
報
活
用
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
特
性
や
原
理
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
理
解
が
必
要
で
あ
り
、

海
外
で
も
広
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
取
組
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
に
お
け
る
C
S
教
育
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　
令
和
2
年
度
は
、
1
～
6
学
年
の
指
導
内
容
の
系
統
表
を
作

成
し
、
学
年
ご
と
に
1０
時
間
の
実
践
を
行

い
ま
し
た
。
1
月
の
公
開
研
究
会
で
は
、

そ
の
一
端
と
し
て
2
本
の
授
業
を
オ
ン
デ

マ
ン
ド
型
で
提
案
し
ま
し
た
。
2
年
「
つ

な
い
だ
線
が
見
え
る
か
な
？
」
で
は
、「
無

線
は
ど
こ
ま
で
届
く
の
だ
ろ
う
」
と
い
う

学
習
課
題
の
下
、
m
i
c
r
o
:
b
i
t

を
用
い
て
電
波
が
届
く
距
離
を
測
定
す
る

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
や

り
と
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
満
足
し
た
」と
い
う
回
答
が
多
く
、

今
回
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
協

議
が
深
ま
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
究
発
表
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
参
考
に
な
っ
た

と
い
う
よ
う
な
意
見
や
感
想
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
の
活
動
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

け
な
い
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
全
体
会
と
グ
ル
ー
プ
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
切
り
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
不
具
合
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
研
究
会
の
構
成
や
運
営
の
上
で
は
、
今
後
へ
の
課

題
も
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
が
、
実
施
で
き
た
こ
と
を
大
き

な
成
果
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
年
以
上
に
遠
方
の

先
生
方
の
参
加
が
多
か
っ
た
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、「
一
人
一
人
の
学
び
が
深
ま
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
11

月
に
昨
年
度
同
様
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
公
開

研
究
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
方
々
と
情
報
を
共

有
し
、
研
究
を
深
め
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
子
供
は
、

「
見
え
な
い
線
の
つ
な
が
り
は
、
近
い

ほ
ど
届
き
や
す
く
、
遠
い
と
届
き
に
く

い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
感
想
を
も
っ

た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子
黒
板
を
見

て
、「
こ
こ
に
も
見
え
な
い
線
が
あ
る
」

と
つ
ぶ
や
い
た
り
す
る
な
ど
、
無
線
通

信
へ
の
理
解
を
深
め
た
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
6
年「
A
I
っ
て
何
だ
ろ
う
」

で
は
、
誤
認
識
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
て
A
I
の
特
徴

を
体
験
的
に
捉
え
さ
せ
る
授
業
を
提
案
し
ま
し
た
。
子
供
か

ら
「
A
I
は
学
習
デ
ー
タ
の
量
や
質
に
よ
っ
て
間
違
う
こ
と

も
あ
る
」
と
い
っ
た
特
徴
や
仕
組
み
に
つ
い
て
の
感
想
が
多

く
聞
か
れ
、
理
解
の
深
ま
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
Z
o
o
m

に
よ
る
検
討
会
で
は
、
参
観
者
か
ら
先
進
的
な
取
組
に
対
す

る
賛
同
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
実
践
を
重
ね
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
他
教
科
等
と
の
有
機
的
な
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
М
A
（
朝
の
活
動
）
の
時
間
の
有
効
活
用

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
4
年
1
月
2８
日
に
は
、
公
開
研

究
会
を
開
催
し
、
広
く
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
御
期
待
く
だ
さ
い
。

withコロナ時代の研究発表会 未来の学校教育を見据えた挑戦　新教科ＣＳ

福
井
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校

　
文
部
科
学
省
作
成
の
「
令
和
3

年
度
予
算（
案
）資
料
」に
お
い
て
、

「
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し

た
教
職
に
関
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
（
継
続
事

業
）」
の
説
明
に
、
香
川
大
学
の

取
り
組
み
が
、
二
つ
の
事
例
の
一

つ
と
し
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

　
「
附
属
学
校
を
活
用
し
た
参
観
実

習
、
T
T
等
に
よ
る
体
験
授
業
の

ほ
か
、
教
職
自
主
サ
ー
ク
ル
や
教

職
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
た
個
々
に

応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
す
る
。」

　
こ
の
事
業
で
は
、
令
和
元
年
度

補
正
予
算
で
開
設
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
引
き
続
き
実
施
し
て
、
教
員

免
許
状
を
持
つ
も
の
の
教
職
へ
の

道
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方

た
ち
の
、
学
校
現
場
へ
の
参
画
を

支
援
す
る
。
令
和
2
年
度
は
8
大

学
が
採
択
さ
れ
て
事
業
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、「
附
属
学
校

を
活
用
し
た
」
取
り
組
み
と
し
て

一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
で
、

香
川
大
学
が
注
目
さ
れ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

　
令
和
2
年
度
の
事
業
の
公
募
の

際
、
私
が
香
川
大
学
の
企
画
立
案

の
責
任
者
を
務
め
、
附
属
学
校
園

担
当
の
副
学
部
長
で
も
あ
っ
た
た

め
、
新
た
な
試
み
を
附
属
に
も
お

願
い
し
た
。
受
講
者
は
教
員
免
許

状
を
持
つ
も
の
の
教
職
に
つ
か
な

か
っ
た
方
た
ち
で
、
学
校
現
場
で

活
躍
す
る
た
め
に
は
、
更
新
講
習

の
修
了
に
加
え
て
更
に
サ
ポ
ー
ト

を
求
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
教
職

へ
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重

香川大学教育学部のリカレント教育について　

要
な
部
分
を
、
附
属
に
担
っ
て
い

た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
講
習
は
7

科
目
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
い
つ
で

も
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
テ

キ
ス
ト
も
作
成
し
た
（
写
真
参

照
）。
修
了
認
定
試
験
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
本
人
確
認
し
な
が
ら
実
施

し
た
。

　
幸
い
受
講
者
数
は
目
標
を
上
回

り
、
そ
の
約
半
分
が
香
川
県
内
の

方
だ
っ
た
。
こ
の
事
業
の
事
務
を

担
当
し
た
職
員
の
お
子
さ
ん
の
学

校
で
は
早
速
、
修
了
さ
れ
た
受
講

者
の
お
一
人
が
こ
の
4
月
か
ら
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
る
た
め
、
遠
く
は
宮
城
県
や
鹿

児
島
県
の
方
に
も
受
講
し
て
い
た

だ
け
た
。
受
講
者
評
価
書
の
自
由

記
述
欄
に
は
、
繰
り
返
し
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
空
き

時
間
を
使
っ
て
計
画
的
に
短
期
間

に
受
講
で
き
た
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
の
利
点
に
関
す
る
記
述
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
興
味
深
く
受
講

で
き
た
、
見
方・考
え
方
が
変
わ
っ

た
等
、
内
容
面
で
の
手
応
え
が
感

じ
ら
れ
る
記
述
も
多
か
っ
た
。
今

年
度
も
香
川
大
学
は
こ
の
事
業
を

実
施
す
る
。
附
属
に
は
教
職
へ
の

支
援
に
欠
か
せ
な
い
生
き
生
き
し

た
教
材
と
し
て
、
引
き
続
き
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
。

　
他
方
、
教
員
養
成
で
は
新
た
に

必
修
科
目
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
指
導
法
」
が
設
け
ら
れ
た
。

香
川
大
学
で
は
昨
年
度
か
ら
開
講

し
、
私
も
担
当
し
て
い
る
。
講
義

内
容
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
2
地

区
に
あ
る
附
属
小
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
位

置
づ
け
た
。
昨
年
度
は
現
職
の
教

職
大
学
院
生
も
受
講
し
、「
考
え

方
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

指
導
教
員
に
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
。
指
導
教
員
は
そ
の
感
想
に
驚

か
れ
て
い
た
が
、「
附
属
の
実
践

を
」
と
私
が
説
明
し
始
め
た
だ
け

で
納
得
さ
れ
た
。
附
属
学
校
園
は

教
員
養
成
に
も
貴
重
な
教
材
を
提

供
し
て
く
れ
る
。

　
附
属
学
校
園
は
打
て
ば
響
く
教

材
で
も
あ
る
。
打
た
な
け
れ
ば
響

い
て
く
れ
な
い
。
大
学
教
員
は
教

員
養
成
・
研
修
の
教
材
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
打
ち
方
を
附
属
学
校

園
に
試
み
て
も
良
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
附
属
学
校
園
に
は
、

よ
り
よ
く
響
く
た
め
の
働
き
方
改

革
を
期
待
し
た
い
。

打
て
ば
響
く
教
材
、附
属
学
校
園

香
川
大
学
教
育
学
部 

教
授 

北
林 

雅
洋

6年「ＡＩって何だろう」の板書

2年「つないだ線が見えるかな？」の様子
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昨
年
度
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
学
校
の
働
き
方
改

革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
休
日
の
部
活
動
は
令
和
5
年
度
か

ら
段
階
的
に
地
域
へ
移
行
さ
れ
、
平
日
の
「
学
校
部

活
動
」
と
休
日
の
「
地
域
部
活
動
」
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
休
日
の
「
地
域
部
活
動
」

が
学
校
管
理
下
で
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
教

員
が
休
日
の
部
活
動
に
携
わ
ら
な
く
な
る
た
め
、
現

行
の
方
法
で
部
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
こ
の
改
革
が
進
む
と
、
休
日
に
部
活
動
に

参
加
す
る
場
合
、
生
徒
は
別
の
受
け
皿
団
体
に
所
属

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
生
徒
は

自
身
の
保
険
料
の
ほ
か
に
、
指
導
者
の
謝
金
・
交
通

費
・
保
険
料
、
施
設
使
用
料
、
受
け
皿
団
体
の
会
費

等
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
徒
が
負
担
す

る
費
用
の
多
寡
は
、
部
活
動
を
「
み
ん
な
が
楽
し
め

る
〔
公
的
〕
サ
ー
ビ
ス
」
と
と
ら
え
る
の
か
「
一
部

の
払
え
る
人
へ
の
〔
私
的
〕
サ
ー
ビ
ス
」
と
と
ら
え

る
の
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
も
し
部
活

動
を
学
習
塾
の
よ
う
に「
一
部
の
払
え
る
人
へ
の〔
私

的
〕
サ
ー
ビ
ス
」
と
と

ら
え
る
な
ら
ば
、
施
設

使
用
料
の
減
免
も
な
く

指
導
者
謝
金
も
高
額
に

な
る
た
め
、
生
徒
の
負

担
が
増
え
ま
す
。

　
本
来
、
部
活
動
の
教

育
的
意
義
は
、
生
徒
会

や
部
活
動
を
自
治
・
自

律
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
「
課
題
を
解
決
す

る
力
」「
対
立
や
ジ
レ

ン
マ
を
克
服
す
る
力
」

「
責
任
を
持
っ
て
や
り

遂
げ
る
態
度
」
な
ど
を

育
成
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
優
秀
な
成
績
を

あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
一
部
の
人
だ
け
が

　
本
校
で
は
、
2
0
1
9
年
4
月
の
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
施
行
に
伴
い
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
教

員
の
意
識
改
革
、
日
々
の
業
務
の
改
善
や
見
直
し
、
行
事

の
精
選
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
部
活
動

は
、
教
員
の
長
時
間
労
働
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、大
学
、育
友
会
及
び
学
校
の
三
者
に
よ
る
「
部

活
動
検
討
委
員
会
」
で
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
部
活
動
の
社
会
体
育
化
や
教

員
の
兼
業
、
土
日
等
の
部
活
動
停
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
将
来
的
な
社
会
体
育
化
を
見
据

え
な
が
ら
も
、
で
き
る
だ
け
生
徒
へ
の
影
響
を
抑
え
な
が

ら
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
で
、
共

通
理
解
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
日
の
部
活
動
指

導
は
従
来
ど
お
り
教
員
が
行
い
、
土
日
等
の
活
動
に
つ
い

て
は
部
活
動
指
導
員
（
以
下
、
指
導
員
と
い
う
）
の
下
で

行
う
方
針
を
定
め
、
2
0
2
0
年
8
月
か
ら
新
体
制
に
移

行
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
部
活
動
に
指
導
員
を
導
入
す
る
際
に
課
題
と

な
っ
た
の
が
、
指
導
員
の
確
保
と
任
用
に
係
る
経
費
で

す
。
入
学
式
や
育
友
会
総
会
、
部
活
動
保
護
者
代
表
者
会

等
で
説
明
会
を
実
施
し
て
保
護
者
や
関
係
者
に
理
解
と

協
力
を
求
め
る
一
方
、
大
学
、
育
友
会
、
学
校
、
保
護
者

会
で
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
、
新
体
制
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
指
導
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、主
に
保
護
者
会
、

学
校
、
大
学
が

担
当
。
社
会
人

は
も
と
よ
り
、

保
護
者
や
2０
歳

以
上
の
大
学
生

も
指
導
員
に
任

用
で
き
る
条
件

整
備
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、

経
費
に
つ
い
て

は
、
育
友
会
・

後
援
会
に
支
援

を
お
願
い
し
ま

し
た
。

関
わ
る
組
織
で
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

部
活
動
は
「
み
ん
な

が
楽
し
め
る〔
公
的
〕

サ
ー
ビ
ス
」で
あ
り
、

生
徒
自
ら
が
意
思
決

定
し
て
計
画
を
立

て
、
活
動
を
振
り
返

り
、
修
正
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
と
お
し
て
生

徒
が
成
長
す
る
場
な

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
な

か
、
本
校
で
は
、
多
く
の
生
徒
が
関
わ
れ
る
こ
と
、

生
徒
や
家
庭
の
負
担
を
極
力
少
な
く
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
「
学
校
の
教
員
」「
生
徒
会
」「
O
B
・

O
G
会
」「
地
域
住
民
」
の
4
つ
の
団
体
で
構
成
す

る
「
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
：
ひ
ら
の

倶
楽
部
」
を
学
校
内
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
（
図
1
参

照
）。
こ
の
団
体
の
特
徴
は
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
が
も
つ
機
能
を
備
え
、
事
務
局
と
ク
ラ

ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
組

織
が
学
校
内
に
あ
る
こ
と
や
生
徒
会
代
表
が
理
事
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
今
後
は
P
T
A
の
み

な
さ
ま
に
も
協
力
を
依
頼
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
ら
の
倶
楽
部
」
に
部
活
動
の
O
B
・
O
G
が
加

わ
る
こ
と
で
専
門
的
指
導
者
が
確
保
で
き
た
り
、
活
動

が
活
発
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
教
員
は
休
日
に
休
む
こ

と
が
で
き
る
一
方
、
指
導
を
望
む
教
員
は
「
ひ
ら
の
俱

楽
部
」
の
指
導
者
と
し
て
指
導
で
き
ま
す
。
今
後
、
学

校
と
「
ひ
ら
の
倶
楽
部
」
が
協
働
す
る
こ
と
で
新
し
い

学
習
活
動
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
保
護
者
・
関

係
者
の
協
力
の

末
、
2
0
2
0

年
7
月
に
は
ほ

と
ん
ど
の
部
活

動
に
お
い
て
指

導
員
の
確
保
が

で
き
、
事
前
研

修
会
を
開
催
。

学
校
教
育
に
お

け
る
部
活
動
の

位
置
づ
け
や
指

導
員
の
服
務
、

荒
天
時
の
対

応
、
校
舎
・
施
設
の
管
理
等
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
年
8
月
に
は
全
て
の
部
活
動
で
指
導
員

が
確
保
で
き
、
事
前
研
修
会
を
経
て
、
8
月
末
に
は
完
全

に
新
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。
ま
た
12
月
に
は
2
回
目
の

研
修
会
を
開
催
し
、
A
E
D
を
用
い
た
救
急
救
命
講
習
や

指
導
員
同
士
の
意
見
交
換
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
体
制
に
移
行
し
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
教
員
が
行
っ
て

い
た
土
日
等
の
部
活
動
指
導
や
大
会
の
引
率
等
は
0
時

間
に
な
り
ま
し
た
。
新
体
制
導
入
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、「
専
門
的
な
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
な
っ

た
（
生
徒
）」「
慣
れ
る
ま
で
に
戸
惑
い
は
あ
っ
た
が
、
土

日
の
休
養
、
家
庭
の
こ
と
に
使
え
る
時
間
が
増
え
た
（
教

員
）」
な
ど
、
新
体
制
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
土
日
等
の
練
習
時

間
の
確
保
や
技
術
の
向
上
、
教
員
に
と
っ
て
は
部
活
動
指

導
の
負
担
軽
減
に
よ
る
時
間
の
有
効
活
用
や
健
康
の
維

持
な
ど
、新
体
制
導
入
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、「
今
ま
で
以
上
に
教
員
、
指
導
員
、
保

護
者
と
の
連
絡
が
求
め
ら
れ
る
（
教
員
）」「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
問
題
、
教
員
と
指
導
員
の
役
割
の
明
確
化
（
指

導
員
）」
な
ど
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
、
大
学
、
学
校
、
育
友
会
、
指

導
員
間
で
共
有
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
体
制
や
安
定
的
な

経
費
の
確
保
な
ど
に
も
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い

き
な
が
ら
、
引
き
続
き
部
活
動
改
革
、
働
き
方
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
平
野
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
主
幹
教
諭松

田 

雅
彦

佐
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

　
　
　
　
　
　
教
頭

吉
岡 

浩
一

学 校 の 働き方 改 革と部 活 動 の 両 立

部活動指導員の導入による働き方改革の推進

ハンドボール部OBとの練習

新しい時代の部活動新しい時代の部活動 〜教育効果と働き方改革の両立〜

生徒会
≪部活動代表≫

教員
≪部活動顧問代表

≫

･ 会
≪各 会代表≫

保護者

事務局
≪クラブマネジャー≫

ひひららのの倶倶楽楽部部 運運営営委委員員会会

学校

地域

地域住民
総合型クラブ

図 ．「ひらの倶楽部」概要

小学生遊び教室オンライン版

図1．「ひらの倶楽部」概要

部活動指導員による指導（サッカー）

部活動指導員による指導（バスケットボール）
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給
食
だ
け
が
ち
ゃ
ん
と
栄

養
が
取
れ
る
食
事
で
、
夏
休

み
や
冬
休
み
に
げ
っ
そ
り
痩

せ
て
し
ま
う
子
供
。
虐
待
や

Ｄ
Ｖ
に
あ
っ
て
、
怯
え
な
が

ら
逃
げ
て
き
た
子
供
。
弟
や

妹
の
世
話
に
疲
れ
て
、
自
分

の
勉
強
の
時
間
が
持
て
ず
、

将
来
の
夢
を
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
子
供
。

　

そ
ん
な
貧
困

を
抱
え
る
子
供

た
ち
が
、
日
本

に
も
い
ま
す
。
子
供
の
貧
困

率
は
、
平
成
3０
年
時
点
で

13
．
5
%
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
で
、
貧
困
の
状
態
に
あ
る

子
供
た
ち
の
生
活
は
、
更
に

苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
こ
れ
ま
で
の
支
援
に

加
え
、
今
回
さ
ら
に
、
教
育

面
や
生
活
面
を
中
心
に
、
緊

　

財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
7
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日

本
の
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
を
対
象
に
、国
の
「
財
政
」

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
財
務
省
及
び
財
務
局

の
職
員
が
講
師
に
な
っ
て
、

小
中
学
校
、
高
校
で
実
施
し

て
い
る
特
別
授

業
で
す
。

　

全
国
国
立
大

学
附
属
学
校

P
T
A
連
合
会
と
財
務
省

の
協
働
を
き
っ
か
け
に
、
平

成
27
年
度
よ
り
附
属
学
校
を

皮
切
り
に
始
動
し
た
取
組
で

す
が
、
今
で
は
公
立
校
や
私

立
校
で
も
実
施
す
る
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
3
年
3

月
末
ま
で
に
延
べ
6
5
0

校
、
５
５
︐
0
0
0
人
の
子

供
た
ち
に
授
業
を
提
供
い
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
に
よ
り
、
教
育
現
場

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入

が
進
み
、
先
生
方
は
、
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
を
通
じ

て
著
作
権
等
の
知
的
財
産
（
知

財
）
を
意
識
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
デ
ジ
タ
ル

機
器
が
よ
り
身
近

に
な
り
、
ア
プ
リ
を
開
発
し
て

ロ
ー
ン
チ
し
た
り
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
と
し
て
動
画
等
を
ネ
ッ
ト

上
で
気
軽
に
配
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

他
人
の
ア
イ
デ
ア
を
無
断
で
利

用
し
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
楽

曲
を
B
G
M
に
利
用
し
た
な

　
国
立
大
学
附
属
学
校
関

係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
学
校
教
育
へ
の
御

支
援
、
子
供
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
に
多
大
な
御

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
命
を

絶
つ
と
い
う
こ
と
は
、
本

来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
厚
生
労
働
省
・

警
察
庁
の
「
令
和
2
年
中

に
お
け
る
自
殺
の
状
況
」

に
よ
る
と
、
令
和
2
年
中

の
小
・
中
・
高
等
学
校
の

児
童
生
徒
の
自
殺
者
数
は

4
9
9
人
（
前
年
3
9
9

人
）
と
、
前
年
と
比
較
し

て
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、

文
部
科
学
省
と
し
て
も
こ

急
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
支

援
が
届
け
ら
れ
な
い
方
々
が

い
ま
す
。

　

子
供
の
貧
困
は
「
見
え
に

く
く
捉
え
づ
ら
い
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

恰
好
で
ス
マ
ホ
も
持
っ
て
い

て
、
一
見
、
貧
困
を
抱
え
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
貧
困

の
自
覚
が
な
く
支
援
に
た
ど

り
着
か
な
い
方
、
周
囲
の
目

を
気
に
し
て
表
に
出
せ
な
い

方
も
多
く
い
ま
す
。
隠
れ
た

貧
困
に
対
し
て
、
私
た
ち
国

の
行
政
は
、
無
力
で
す
。

　

そ
こ
で
、
政
府
で
は
、
地

域
の
支
援
団
体
や
有
志
の
個

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
授
業

の
延
期
や
中
止
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
非
対

面
で
授
業
実
施
が
可
能
と

な
る
新
た
な
ツ
ー
ル
と
し

て
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動

画
教
材
を
制
作
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
多
く
の
学

校
で
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
感
染

症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
対

面
方
式
の
授
業
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ

り
、
多
く
の
子
供
た
ち
に
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
届
け
て

ど
、無
意
識
の
う
ち
に
権
利（
知

的
財
産
権
）
を
侵
害
し
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
知

財
に
対
す
る
意
識
は
小
学
校
段

階
か
ら
醸
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
先
生
方
に
と
っ
て
も
、
知

財
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
の
重
要
性
が
、
一
層
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
内
閣
府
知
的
財

産
戦
略
推
進
事
務
局
が
推
進
し

て
い
る「
知
財
創
造
教
育
」は
、

こ
う
し
た
子
供
た
ち
や
先
生
方

の
知
財
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な

が
る
取
組
で
す
。
知
財
創
造
教

う
し
た
現
状
を
大
変
重
く

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
文
部
科
学

省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

の
充
実
や
組
織
的
対
応
の

強
化
、
2４
時
間
子
供

S
O
S
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
相

談
体
制
の
整
備
の
推
進
、

教
職
員
等
を
対
象
と
し
た

自
殺
予
防
の
研
修
会
の
実

施
、「
S
O
S
の
出
し
方
に

関
す
る
教
育
」
を
含
む
自

殺
予
防
教
育
の
推
進
な
ど

に
よ
り
、
様
々
な
悩
み
を

抱
え
る
児
童
生
徒
の
早
期

発
見
等
に
向
け
た
取
組
の

内閣府政策統括官（政策調整担当）付
参事官（子どもの貧困対策担当）付参事官補佐 大澤 宙様 

前 財務省大臣官房地方課広報連絡係課長補佐
折居 光博様 

文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室室長
鈴木 慰人様 

前 内閣府知的財産戦略推進事務局参事官補佐
守 誠一朗様 

寄　稿

人
・
企
業
等
と
連
携
し
て
、

子
供
た
ち
へ
の
支
援
を
拡
げ

る
「
子
供
の
未
来
応
援
国
民

運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
皆
さ
ま
の
寄
付
か
ら

な
る
「
子
供
の
未
来
応
援
基

金
」
を
活
用
し
て
、
全
国
の

子
供
食
堂
や
学
習
支
援
の
活

動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
全

国
の
附
属
学
校
の
皆
様
か
ら

は
、
古
本
の
査
定
額
が
基
金

に
寄
付
さ
れ
る
「
こ
ど
も
の

み
ら
い
古
本
募
金
」
を
通
じ
、

約
5０
万
円
の
御
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
の
他
、
募
金
箱
や
寄

付
型
自
販
機
の
設
置
な
ど
、

幅
広
く
寄
付
の
方
法
を
御
用

育
は
、
創
造
性
の
涵
養
と
、
創

造
に
対
す
る
尊
重
の
気
持
ち
の

育
成
を
目
指
し
た
教
育
で
あ

り
、こ
の
「
尊
重
」
の
部
分
は
、

学
校
段
階
が
上
が
る
に
つ
れ
て

知
的
財
産
権
や
制
度
に
関
す
る

内
容
へ
と
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
特
に
、
知
財
創
造
教
育
の
特

徴
と
し
て
、
知
財
創
造
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
先
生
方
、
地

域
企
業
、
関
係
機
関
等
の
方
々

の
ご
協
力
で
、
2
0
2
1
年
度

か
ら「
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

全
国
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
3
月
に
は
、

周
囲
や
相
談
窓
口への
相
談

を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
児

童
生
徒
向
け
の
自
殺
予
防

啓
発
動
画
「
君
は
君
の
ま

ま
で
い
い
」
を
制
作
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
上
で
公

開
す
る
と
と
も
に
、
5
月
に

は
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る

全
国
の
児
童
生
徒
等
に
向

け
て
、
自
殺
予
防
に
係
る

文
部
科
学
大
臣
メッ
セ
ー
ジ

を
発
出
し
ま
し
た
の
で
、
児

童
生
徒
等
への
相
談
窓
口
の

周
知
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
内
閣
府
子
供
の
貧
困

対
策
推
進
室
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
先
生
方
に
は
、
生

徒
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
中
で

得
た
気
付
き
や
違
和
感
が
あ

れ
ば
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
等
に

情
報
提
供
い
た
だ
き
、
行
政

や
地
域
の
支
援
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
子
供
に
、
笑
顔

と
夢
を
。」
今
後
と
も
「
子
供

の
未
来
応

援
国
民
運

動
」
の
応

援
を
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

て
い
く
の
は
子
供
た
ち
で

す
。
持
続
可
能
な
社
会
を
未

来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り

越
え
る
と
と
も
に
、
子
供
た

ち
に
早
い
時
期
か
ら
財
政

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
社
会
問
題
を
自
分
事
と

し
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

当
該
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、
一

人
で
も
多
く
の
子

供
た
ち
に
日
本
の

未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
、
各
校
園
の
益
々
の

発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、

定
期
的
な
意
見
交
換
や
、
授
業

に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な

活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
財
創
造
教
育
に
少
し
で
も
関

心
を
持
た
れ
た
方
は
、
地
域
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
加
を
検

討
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
知
財
創

造
教
育
に
関
す
る
情
報
は
、
当

事
務
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
質

問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
当
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
身
近

な
人
の
様
子
を
気
遣
い
、

支
え
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
文
部
科
学
省
と

し
て
も
、
児
童
生
徒
の
命

を
守
り
通
せ
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
自
殺
予
防
の
取

組
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
と
こ
ろ
恐
れ
入
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
、
子
供

た
ち
と
向
き
合
い
、
話
し

を
聞
く
・
話
し
合
い
を
す

る
時
間
を
積
極
的
に
取
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

す
べ
て
の
子
供
に
、
笑
顔
と
夢
を
。

子
供
た
ち
と
先
生
が

共
に
楽
し
く
知
財
を
学
ぶ
た
め
に

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
関
心
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
近
く

の
財
務
局
・
財
務
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
日
本
の
経
済
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
財
政
に
関
し

て
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の

増
大
に
見
合
う
税
収
の
確

保
が
出
来
て
お
ら
ず
、
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
不

均
衡
な
状
態
に
陥
っ
て
お

り
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
構

造
的
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱

え
る
中
、
次
の
世
代
を
担
っ

日
本
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

～
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
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（
神
余
）
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
度
は
I
A
U
D

国
際
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
2
0
で
の
金
賞
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
勝
谷
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
神
余
）
こ
の
賞
は
権
威
あ
る
賞
と
聞
い
て
い

ま
す
が
ど
の
よ
う
な
賞
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
勝
谷
）
こ
れ
は
、
民
族
、
文
化
、
慣
習
、
国
籍
、

性
別
、
年
齢
、
能
力
等
の
違
い
に
よ
っ
て
、
生

活
に
不
便
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、„
一
人
で

も
多
く
の
人
が
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
＂
U
D

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
顕
著
な
活
動
の

実
践
や
提
案
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
1４
か
国
６7
件
の

エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
る
中
で
金
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
神
余
）
素
晴
ら
し
い
賞
で
す
ね
。
今
回
は
勝

谷
さ
ん
が
経
営
さ
れ
て
い
る
旅
館
な
に
わ
一
水

の
活
動
に
対
し
て
の
受
賞
と
お
聞
き
し
て
お
り

ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で

し
ょ
う
か
。

（
勝
谷
）
も
と
も
と
、
2
0
0
6
年
か
ら
障
が

い
の
あ
る
方
や
ご
高
齢
の
方
に
も
ご
利
用
い
た

だ
き
や
す
い
旅
館
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
ソ

フ
ト
面
を
拡
充
し
よ
う
と
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
業

員
さ
ん
の
お
客
様
へ
の
接
し
方
が
変
わ
り
、
ま

た
、
従
業
員
さ
ん
同
志
の
理
解
が
深
ま
る
な
ど

の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

（
神
余
）
今
の
話
の
中
で
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。
全
附

Ｐ
連
で
も
全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
５
年

前
に
勝
谷
さ
ん
が
全
附
Ｐ
連
の
理
事
を
さ
れ
て

い
た
時
に
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
勝
谷
さ
ん
が
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
を
知
る
き
っ
か
け
や
思
い
が
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

あいサポート運動を
意識した企業の紹介

全附P連はあいサポート運動を全国で推進していますが、こ
のあいサポート運動を企業経営にも取り入れて、国際的に高
い評価を得ている温泉旅館があります。そんな旅館　なにわ
一水の代表取締役社長　勝谷有史さんにお話を伺いました。

（聞き手　全附P連　神余直前会長)

（
勝
谷
）
き
っ
か
け
は
、
従
業
員
研
修
で
障
が

い
の
あ
る
方
か
ら
直
接
お
話
し
を
聴
こ
う
と
計

画
し
た
と
こ
ろ
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
存
在

を
知
り
、
先
に
障
が
い
の
多
様
性
を
理
解
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
全
従
業
員
が
あ

い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
会
社
も
あ
い
サ
ポ
ー
ト

企
業
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
従
業
員
教
育
を
実
施

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
に
も
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
研
修

の
要
請
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、昨
年
１
校
、

今
年
も
す
で
に
１
校
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
神
余
）
職
場
だ
け
で
な
く
学
校
で
も
あ
い
サ

ポ
ー
ト
研
修
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
職
場

と
学
校
で
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

（
勝
谷
）
学
校
で
研
修
を
す
る
場
合
に
は
配
慮

を
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
し
た
表
現
の
違
い
で
子
ど
も
た
ち
に

誤
解
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
し
、
学
校

生
活
の
中
で
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
先
生
方
と
の

打
ち
合
わ
せ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
で

は
研
修
の
事
前
に
予
習
し
て
、
終
わ
っ
て
か
ら

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、

授
業
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
し
て
か
ら
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
習
っ
て
い
な
い
漢

字
は
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮
も
必

要
で
す
。
あ
と
は
限
ら
れ
た
時
間
な
の
で
、
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
る
障
が
い
の
種
類
を
限
定
し
た

り
す
る
こ
と
も
打
ち
合
わ
せ
で
確
認
し
て
い
ま

す
。

（
神
余
）
学
校
で
全
附
Ｐ
連
が
実
施
し
て
い
る

研
修
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
形
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
の
お
話
を
伺
う
と
そ
れ
プ
ラ
ス
先

方
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
す

ね
。
で
は
実
際
に
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
い
か

が
で
す
か
。

（
勝
谷
）
子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
は
ご
家
族
な

ど
身
近
に
障
が
い
を
持
つ
方
が
い
て
も
接
し
方

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
事
が
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
こ
の
研
修
を

受
け
る
こ
と
で
「
今
度
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
イ
オ
ン
に
行
こ
う
」、「
隠
し
て
い
た
け
ど
仲

の
い
い
友
達
に
は
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
」、

「
声
を
か
け
る

勇
気
を
持
た

な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ

た
」
な
ど
の

声
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
ど

も
は
ピ
ュ
ア

で
す
。
純
粋

な
感
想
を
聞

く
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

（
神
余
）
子
ど
も
た
ち
の
反
応
っ
て
素
直
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
我
々
全
附
Ｐ
連
は
勝
谷
さ

ん
が
火
付
け
役
に
な
り
、
今
で
も
い
ろ
い
ろ
と

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
の
今
後
の
展
開
で
ご
助
言
な
ど
あ
り
ま
す

か
。

（
勝
谷
）や
は
り
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。
こ
れ
が
で
き
る
の
は
P
T
A

で
あ
り
、
そ
し
て
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
全
附
Ｐ
連
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
先
生
が
教
育
の
中
で
「
教
え
る
」
と
い
う

事
で
は
な
く
、
私
た
ち
大
人
と
「
い
っ
し
ょ
に

や
ろ
う
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
大
事
だ
と
思
う

の
で
す
。
先
生
が
や
れ
ば
い
い
、
当
事
者
が
や

れ
ば
い
い
で
は
だ
め
で
す
。
保
護
者
の
方
や
地

域
の
方
た
ち
と
一
緒
に
や
ろ
う
と
感
じ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
小
学
校
と

中
学
校
で
は
研
修
内
容
が
違
っ
て
当
然
で
す
。

小
学
校
で
も
低
学
年
と
高
学
年
で
は
違
う
。
さ

ら
に
は
幼
稚
園
も
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
相
手

に
合
わ
せ
た
や
り
方
を
ど
ん
ど
ん
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
神
余
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
示
唆
に

富
ん
だ
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
勝
谷
さ
ん
は
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
さ

れ
て
い
て
会
社
へ
の
良
い
影
響
や
課
題
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

（
勝
谷
）
子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
、「
あ
の
旅
館

は
あ
い
サ
ポ
ー
ト
を
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
が
ご
家
族
に
伝
わ
り
、
そ
れ
が
噂
に
な
っ
て

知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す

ね
。
あ
く
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
国
内
旅
行
を
す
る
お
客
様
が
多

く
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
学
校
の
プ
ー
ル
に
リ
フ
ト
が
な
い

な
ど
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
当
旅
館
で
も
大
浴
場
に
リ
フ
ト
を
設
置

す
る
な
ど
の
施
設
面
を
さ
ら
に
充
実
し
、
障

が
い
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
神
余
）
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
志
を
も
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

社
会
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

ね
。
今
の
話
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
社
会
人

と
し
て
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
何
か
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
勝
谷
）
I
A
U
D
の
初
代
総
裁
で
あ
る
三

笠
宮
寬
仁
親
王
殿
下
の
お
言
葉
に「
1
0
0
%

の
障
害
者
は
い
な
い
。
1
0
0
%
の
健
常
者

も
い
な
い
。
人
間
は
皆
、身
体
（
又
は
精
神
）

の
ど
こ
か
に
障
害
部
分
を
持
っ
て
お
り
、
な

お
か
つ
健
常
な
る
部
分
を
も
合
わ
せ
持
っ
て

い
る
。
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

誰
で
も
が
豊
か
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。」と
ご
ざ
い
ま
す
。
以
前
、

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
と
一
緒
の

「
初
め
て
の
家
族
旅
行
」
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
喜
ん
で
お

泊
り
頂
い
た
の
で
す
が
、
動
け
な
い
子
ど
も

に
と
っ
て
も
旅
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
体
験
を

す
る
機
会
を
奪
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
分

だ
け
が
豊
か
で
快
適
な
生
活
が
で
き
れ
ば
良

い
わ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
人
に
平
等
な
機

会
が
も
て
る
よ
う
な
社
会
に
な
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
が
自
分
で
も
で
き
る
ち
ょ
っ
と

し
た
配
慮
や
手
助
け
か
ら
取
り
組
む
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
全
附
P
連
も
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
を
通
じ
て
そ
ん
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
余
）
本
日
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、

貴
重
な
お
時
間
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勝
谷
様
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
勝
谷
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　令和 2年度はコロナ禍によって多くの行事が中止となりました。関東地区会
（関附連）も早々に中止が決まりました。しかし、逆境に負けていてもつまらない、
今やれることをやろう！という機運が保護者から沸き上がり、令和 3年 2月 20
日（土）に「関附 P連特別大会」と銘打ち完全に保護者だけでオンライン（Youtube
での配信）大会を行いました。
　通例の関附連のように、保護者と教員を対象としたものではなく、子どもた
ちにも興味を惹く内容とし、大学教員等社会で大きく活躍されている関東地区
の附属学校の保護者の皆様に講師をお願い致しました。
　基調講演では、千葉大学の名誉教授で千葉大附属幼稚園の PTA 会長をされて
いた武井様に、「言語の衰退の危機」と「文化の分断について」をご講演いただ
きました。現代日本にも通じる内容だったと思います。続いての企画では、附
属学校の中高生と東京大学教授である中島先生（前筑波大学附属駒場中学校・

　
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の

特
性
や
必
要
な
配
慮
を
理

解
し
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
困
っ
て
い
る
と
き
は

「
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け

を
し
よ
う
」
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　
鳥
取
県
で
は
じ
ま
っ
た

運
動
は
全
国
に
拡
が
り
、

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
全
附
Ｐ
連
も
各
地
の
学

校
園
で
「
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
研
修
（
障
が
い
を
理

解
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

な
る
研
修
）」
を
実
施
す

る
な
ど
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
障
が
い
は
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
そ
の
方
の
個
性

で
あ
り
、
誰
も
が
当
事
者

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
多
様
性
の
理

解
は
児
童
生
徒
の
心
の
成

長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　
本
運
動
に
つ
い
て
の
ご

案
内
は
す
べ
て
の
学
校
園

に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す

の
で
運
動
へ
の
ご
理
解
と

研
修
開
催
の
ご
検
討
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

高等学校PTA会長）が哲学のテーマを60分間におよんで対話をする企画でした。
大人でも即答できないような哲学的テーマを、子どもたちが自らの言葉で表現
している様子に、附属学校に通う子どもたちの非凡さに感心しながら微笑まし
く見ておりました。
　その次に 1月 30日に開催した関東地区 PTA 会長会のアンケート報告として、
コロナ禍での各PTAの取り組みや悩みを発表いただいています。多くのPTAで、
オンラインによる活動に取り組んできたことが発表され、一方で、次年度役員
決めが難しいなどという共通の課題も見えました。新たな取り組みに励まされ
たり、課題解決を共に進めなければならない、と感じたりした時間でした。
　最後のセッションでは学校種別に 4つの代表校に令和 2年度の新たな取り組
みを発表いただきました。どの取り組みも大変興味深く、所属 PTA でも取り入
れていきたいと刺激を受けました。
　準備は大変なこともありましたが、皆様の知的好奇心を刺激する会になった
と自負しております。

関附P連特別大会の開催報告

松江しんじ湖温泉　なにわ一水
代表取締役社長

勝谷 有史様

バリアフリー・ユニバーサル
デザインの客室

あ
い
サ
ポ
ー
ト

あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
に
つ
いて

運
動
に
つ
いて

あいサポーター
バッジ
あいサポーター研修を受講した方にお渡しする
バッジで、障がいのある方を支える「心」を2
つのハートを重ねることで表現されています。
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全附Ｐ連

〈作文・絵作文コンクール〉
入賞作品紹介

会 長 賞
静岡大学教育学部附属浜松小学校　4年

（表示している学年は応募当時のものです）

～ く す の き 先 生 か ら の ひ と 言 ～
　理科の授業でのロボットアームの実験。その誤作動から喚起さ
れた好奇心。先生の対応やアドバイス。実験を通して刺激された
知的好奇心や、知ったこと、生活に活かされたことなどが、いき
いきと書かれています。作文にあるとおり勉強が楽しくなるかそ
うでないかは、ちょっとしたことがきっかけになるものですね。
そしてそれが夢への道を指し示すことにもなるのです。

児童文学作家

くすのき
しげのり氏

1961年生まれ、徳島県鳴門市在住。鳴門教育大学大学院修了。
小学校教諭、鳴門市立図書館副館長を経てオフィスＫＵＳＵＮＯＫＩを設立。現在
は作家として児童文学を中心とする創作活動と講演活動を続けている。
絵本『おこだでませんように』（小学館）が2009年度全国青少年読書感想文コンクー
ル課題図書に、2011年には、IBBY（国際児童図書評議会）障害児図書資料センター
が発行する推薦本リスト「世界のバリアフリー絵本」に選出される。 同作品で第２
回ＪＢＢＹ賞バリアフリー部門受賞。2013年には『メガネをかけたら』（小学館）
が全国青少年読書感想文コンクール課題図書に選定される。

『ええところ』(学研)、『ともだちやもんな、ぼくら』(えほんの杜)等、教科書掲載作
品をはじめ、『Life(ライフ)』(瑞雲舎)、『あなたの一日が世界を変える』(ＰＨＰ研究所)

『海の見える丘』(星の環会) 、「いちねんせいの一年間」シリーズ(講談社)、「すこや
かな心を育む絵本」シリーズ(廣済堂あかつき）など、130タイトルを超える児童文
学作品は、日本および海外で広く読まれている。
・日本児童文芸家協会評議員・徳島児童文学会会長
・四国大学文学部非常勤講師（絵本・児童文学創作））

くすのき しげのり オフィシャルホームページ 
http://www.kusunokishigenori.jp/

略　歴

審査委員長
　
3
回
目
と
な
っ
た
「
作
文
・
絵
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
「
作
文
・
絵

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
テ
ー
マ
は
、「
先

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
、「
先
生
と
の

思
い
出
」
で
す
。
入
学
や
進
級
に
よ
る
先

生
や
仲
間
と
の
出
会
い
、
卒
業
や
転
校
、

先
生
の
転
勤
や
退
職
に
よ
る
別
れ
、
日
々

の
学
校
生
活
で
の
授
業
中
の
様
子
、
楽
し

い
行
事
や
様
々
な
体
験
の
様
子
、そ
し
て
、

そ
こ
に
あ
る
先
生
の
適
切
な
工
夫
や
優
し

い
配
慮
。
毎
回
応
募
作
品
に
は
、
そ
う
し

た
学
校
の
様
子
や
先
生
と
の
学
校
生
活
が

い
き
い
き
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年
度
、
い
や
昨
年
度
末

審査委員長講評
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

新
し
い
こ
と
を
学
び
、
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
心
も
体
も
日
々
成
長
す
る
子
ど

も
た
ち
。
す
な
わ
ち
「
今
年
で
き
な

か
っ
た
か
ら
、
ま
た
来
年
」
そ
ん
な

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
今
回
の
応
募
作
品
に
は
、
こ
の
1

年
が
、
今
日
一
日
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
る
か
わ
か
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
、
安

心
安
全
の
た
め
感
染
予
防
の
手
を
尽

く
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
を
ス

タ
ー
ト
し
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
行
事
の
実
施
方
法
や
代

替
策
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
可
能
と

な
っ
た
学
校
で
の
授
業
を
よ
り
充
実

し
た
楽
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
準

備
を
す
る
先
生
方
の
姿
や
、
一
人
ひ

と
り
に
向
き
合
い
、
大
き
く
変
わ
っ

た
学
校
生
活
へ
の
不
安
な
気
持
ち
を

支
え
て
く
れ
た
先
生
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
綴
ら
れ
た
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る
環
境
を

作
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち
大
人
で

す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
存
在
自
身
が

子
ど
も
た
ち
の
と
っ
て
の
大
き
な
環

境
で
あ
る
の
で
す
。

　
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
子
ど
も
た

ち
が
信
頼
を
寄
せ
る
先
生
方
の
真
摯

な
姿
は
、こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て

い
っ
そ
う
大
き
な
意
味
を
持
ち
そ
の

糧
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
場
の
先
生
方
の
ご
苦
労
は
察
し

て
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
だ

か
ら
こ
そ
今
回
の
作
品
群
は
、
例
年

以
上
に
、
先
生
方
に
信
頼
を
寄
せ
る

子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

審 査 日 令和3年2月6日~2月14日

審 査 員 児童文学作家
くすのき しげのり氏（審査委員長）
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令和3年7月12日　（10）附　属　だ　よ　り

　

こ
の
度
は

本
園
P
T
A

活
動
を
お
認

め
い
た
だ
き

ま
し
た
こ

と
、
大
変
感

謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
園
で
は

昨
年
度
、
コ

ロ
ナ
禍
で
休
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
期

間
に
、
P
T
A
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。「
チ
ー
ム
附
幼
へ
よ
う
こ
そ
」

「
P
T
A
会
長
の
挨
拶
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
等
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る
と
共

に
、
役
員
や
係
決
め
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
W
e
b
で
行
い
、
保
護
者
が
安
心
し

　
対
面
だ
か
ら
こ
そ
意
義
の
あ
る
活
動

も
あ
り
ま
す
。
P
T
A
会
員
や
生
徒
の

親
睦
の
場
で
あ
る
「
サ
ロ
ン
ド
お
お
つ

か
」
や
「
お
楽
し
み
会
」、
生
徒
の
経

験
を
広
げ
る
「
放
課
後
カ
フ
ェ
」、「
放

課
後
清
掃
活
動
」
は
好
評
の
た
め
、
早

く
再
開
出
来
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
「
オ

ン
ラ
イ
ン
」
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
ネ
ル

が
定
着
し
、P
T
A
活
動
の
幅
が
広
が
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
校
・
P
T
A

活
動
共
に
「
対
面
」
が
基
本
に
な
り
ま

す
が
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
今

回
の
よ
う
な
非
常
事
態
に
も
円
滑
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
平
時
か
ら
学
校
と

P
T
A
の
活
動
の
な
か
に
「
オ
ン
ラ
イ

ン
」
を
取
り
込
み
、
自
然
な
も
の
と
し

て
馴
染

ん
で
お

く
こ
と

が
必
要

だ
と
感

じ
て
い

ま
す
。

　
休
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和
2
年

度
、
本
校
で
は
い
ち
早
く
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
学
習
動
画
を
配
信
。
4
月
の
後
半
に

は
全
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整

い
、7
月
の
一
斉
登
校
開
始
ま
で
の
間
、

幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
す
べ
て
の

学
級
で
Z
o
o
m
を
活
用
し
た
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
機
会
を
確

保
し
た
い
！
」
と
い
う
教
職
員
の
熱
意

を
目
の
当
た
り
に
し
、
P
T
A
で
も
感

染
予
防
に
努
め
な
が
ら
で
き
る
こ
と
を

ら
か
さ
、
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
の
保
護
者

の
温
か
さ
等
を
、
子
ど
も
た
ち
は
身
体

と
心
で
し
っ
か
り
と
味
わ
い
な
が
ら
、

昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
の
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
も
コ
ロ
ナ
禍
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
、
新
会
長
の
下
、
昨
年

度
ま
で
の
「
絆
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

を
大
切
に
す
る
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

様
々
に
工
夫
し
協
力
し
て
活
動
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
あ
ふ

れ
る
園
で

あ
る
た
め

に
、
園
と

P
T
A
で

手
を
取
り

合
っ
て
力

を
尽
く
し

て
ま
い
り

ま
す
。

　
時
勢
や
状
況
に
応
じ
て
、
迅
速
で
機
動
力

の
あ
る
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
成

果
を
生
か
し
、
今
年
度
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
活
動
と
な
る
よ
う
新
た
な
ア
イ

デ
ィ
ア
、
持
続
可
能
な
方
法
を
検
討
し
、
常

設
の
P
T
A
委
員
会
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
を
都
度
設
置
し
、
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
い
た
だ

い
た
賞
を
励
み
に
、

ま
す
ま
す
子
供
た

ち
の
元
気
な
笑
顔

に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
父
母
と
教
職

員
が
歩
み
を
共
に

し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
く
講
座
に
至
り
ま
し
た
。
講
師
は
東
京

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、
各
家
庭
で
マ

ス
ク
を
外
し
て
周
り
を
気
に
せ
ず
発
声
で
き

る
内
容
も
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
行
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
「
研
修

講
座
」
は
、
結
果
と
し
て
約
9
割
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん

だ
試
み
が
、
各
家
庭
で
の
I
C
T
活
用
を
促

進
さ
せ
、
以
降
の
活
動
は
開
催
方
法
を
適
宜

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に

い
く
つ
も
の
行
事
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
開

催
さ
れ
、今
年
度
に
も
引
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
突
然
の
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
張
を
強
い

ら
れ
こ
わ
ば
っ
て
い
た
保
護
者
の
気
持
ち
に

も
変
化
が
見
ら
れ
、
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
活
動
し
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

先
の
見
え
な
い

日
々
が
続
き
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
幼

稚
園
と
保
護
者
が
互

い
に
協
力
し
合
い
、

よ
り
良
い
保
護
者
活

動
を
推
進
し
て
い
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

こ
と
を
日
々
の
保
育
で
示
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　
育
友
会
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
を
問
い

続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
良
い
も
の
に
発

展
さ
せ
る
プ
ラ
ス
の
機
会
と
捉
え
、「
研

修
講
座
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
な
い
か

と
検
討
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
方
法
と
し

て
、
対
面
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か
を
選
択
で
き

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
講
座
内
容
は
タ
イ
ム
リ
ー
で
あ
り
且
つ

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
か
し
た
も
の
に
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
頃
園
医
か
ら
、
マ

ス
ク
の
弊
害
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
滑
舌

が
悪
く
な
る
、
表
情
が
乏
し
く
な
る
等
の

指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
言
語
聴
覚

士
の
立
場
か
ら
正
し
い
知
識
を
ご
指
導
い

　
本
校
は
例
年
、
総
務
、
事
業
、
安
全
、

広
報
の
4
つ
の
委
員
会
組
織
で
P
T
A
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
度

は
、委
員
が
「
全
員
で
集
ま
ら
な
い
」「
過

度
な
負
担
が
な
い
」
取
組
を
検
討
し
、
活

動
を
進
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

「
で
き
な
く
な
っ
た
」
こ
と
を
憂
う
の
で

は
な
く
、「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え
、

次
々
と
行
動
に
移
す
P
T
A
の
姿
は
、
子

供
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

改
め
て
P
T
A
活
動
の
価
値
や
意
義
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
例
年
と
は
違
う
形
で
の

「
家
庭
教
育
学
級
」
の
開
催
。
講
師
を
招

聘
し
た
救
命
救
急
講
習
会
や
、
教
職
員
に

よ
る
け
が
の
起
こ
り
や
す
い
場
面
の
再
現

動
画
を
撮
影
・
編
集
し
た
も
の
を
、
子
ど

　
当
園
の
育
友
会
が
主
体
と
な
り
行
う
活

動
の
一
つ
に「
研
修
講
座
」が
あ
り
ま
す
。

年
二
回
、
保
護
者
の
学
び
の
場
と
し
て
、

子
供
の
発
育
、
食
育
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
で
講
師
を
お
招
き
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
生
活
様
式
は
変
わ

り
、
当
園
で
も
様
々
な
行
事
が
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

先
生
方
は
例
年
と
変
わ
ら
な
い
子
供
の
学

び
の
保
障
に
ご
尽
力
さ
れ
、
活
動
形
態
は

違
っ
て
も
、
楽
し
み
な
が
ら
成
長
で
き
る

北
海
道
教
育
大
学
附
属
釧
路
義
務
教
育

学
校
前
期
課
程　
父
母
と
先
生
の
会

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ

筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別
支
援
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

優
秀
賞　

優
秀
賞　
　

優
秀
賞　

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類

附
属
幼
稚
園　
育
友
会

会
長
賞　

全
国
の
附
属
学
校
P
T
A
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
全
附
P
連
で
は
そ

れ
ら
の
中
か
ら
特
色
あ
る
も
の
、
特
に
優
秀
な
も
の
を

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
ん

な
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

全附P連

表
彰

歩み続けるＰＴＡの姿が子供たちの力に！ 

コロナ禍の保護者の絆づくりと園行事の工夫コロナ禍におけるオンラインを活用したPTA活動

コロナ禍をプラスに捉えた保護者活動
も
た
ち
は
給
食
時
間
に
学
級
で
、
保
護
者

は
本
校
H
P
か
ら
Y
o
u
T
u
b
e
に
て

視
聴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
制
服
バ
ザ
ー
の

W
e
b
開
催
に
向
け
、
バ
ザ
ー
用
の
制
服

等
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
多
く
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
行
事
が
縮
小
さ
れ
る
な

ど
し
た
6
年
生
の
た
め
に
、
6
年
間
の
給

食
を
想
起
し
な
が
ら
小
学
校
生
活
を
振
り

返
る
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
給
食
」
を
栄
養
教
諭

と
連
携
し
て
企
画
し
、
子
ど
も
た
ち
の
思

い
出
作
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。他
に
も「
健

康
」
に
関
す
る
動
画
等
を
Z
o
o
m
を
使

用
し
て
作
成
し
た
り
、
広
報
紙
を
W
e
b

版
で
作
成
し
た
り
す
る
な
ど
、
委
員
の
方

の
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
新
し
い
取

組
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
義
務
教
育
学
校
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
、
P
T
A
三
役
主
催
で
、
研
修
動

画
を
作
成
し
、
P
T
A
会
員
が
視
聴
。
学

校
に
集
ま
っ
て
話
が
で
き
な
い
状
況
の

中
、
学
校
と
保
護
者
が
共
通
理
解
を
図
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

て
園
再
開
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
体
制
と

絆
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
を

通
し
て
、
本
園
P
T
A
の
温
か
く
パ
ワ

フ
ル
な
雰
囲
気
が
伝
わ
り
「
不
安
な
気

持
ち
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
私
も
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
保
護
者
の
一
体
感
を
高
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
園
再
開

後
は
、
例
年
行
っ
て
い
た
園
行
事
に
つ

い
て
、
園
と
協
議
を
重
ね
、
安
心
・
安

全
に
意
義
あ
る
経
験
を
保
障
す
る
工
夫

と
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
園
再
開
直
後

の
「
夏
ま
つ
り
」
で
は
、
検
温
や
手
指

消
毒
等
の
徹
底
の
協
力
の
他
、
3
密
を

避
け
た
場
所
や
時
間
、
人
の
流
れ
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
内
容
等
の
工
夫
を
凝
ら

し
、
安
全
・
安
心
で
中
身
の
濃
い
充
実

し
た
「
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
12
月
の
「
餅
つ
き
」

は
、食
す
こ
と
か
ら
「
ミ
ニ
鏡
餅
作
り
」

に
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。
薪
が
燃
え

る
香
り
、
立
ち
上
る
白
い
蒸
気
、
杵
の

重
さ
や
つ
く
音
、
で
き
た
て
の
餅
の
軟

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
意
識
が
高
ま

り
ま
し
た
。
状
況
に
合
わ
せ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
と
対
面
を
組
み
合
わ
せ
、
結
果
と

し
て
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
活
動
の
中

で
、
特
に
「
講
演
会
」
は
対
面
と
同
じ

か
そ
れ
以
上
の
良
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

遠
方
の
講
師
で
も
依
頼
可
能
な
う
え
、

自
宅
で
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
講
演
者
の
許
可
が
あ
れ

ば
動
画
配
信
も
で
き
る
た
め
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
は
参
加
で
き
な
い
保
護
者
や

教
職
員
も
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
大
変
好
評
で
し
た
。「
コ
ロ
ナ
が

収
ま
り
対
面
が
可
能
に
な
っ
て
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
続
け
て
欲
し
い
」
と
い
う

声
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
は
苦
手
」、「
た
ま
に
は
人
と

集
い
た
い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
学
校
の
協
力
を
得
て
、

P
T
A
の
会
議
や
ス
イ
ー
ツ
講
習
会
な

ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」で
行
い
ま
し
た
。

ブログのトップページ

1月のもちつき

制服バザー

動画視聴 動画
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討
を
始
め
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
学
校
が
利
用
し
て
い
た
既
存

の
緊
急
メ
ー
ル
へ
の
全
保
護
者
の
登
録
の
徹
底

や
、
そ
の
緊
急
メ
ー
ル
・
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
使
用
を
P
T
A
に
許
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
保

護
者
と
学
校
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
P
T
A
活
動
の
負
担
を
減

ら
し
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
、
密
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
繋
が
り
、
時
間
や

場
所
を
選
ぶ
こ
と
な
く

効
率
よ
く
P
T
A
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

る
機
会
の
少
な
か
っ
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
も
の

を
贈
り
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
全
ポ
ー
ズ
を
ク

リ
ア
し
た
際
に
各
家
庭
で
か
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
体
育
部
か
ら
の
手
作
り
の
ご
褒
美
メ
ダ
ル

も
併
せ
て
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
育
友
会
活
動
も
例
年
で

は
必
要
と
し
な
か
っ
た
「
新
し
い
環
境
へ
の
適

用
」を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。「
何
も
活
動
し
な
い
」

が
一
番
の
安
全
対
策
で
あ

る
と
の
見
方
も
あ
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
達
が
少
し

で
も
心
華
や
ぐ
時
間
を

も
っ
て
欲
し
い
と
言
う
想

い
を
実
現
で
き
た
と
喜
ば

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
と
考
え
ま
し
た
。

　
3
～
5
歳
児
の
幼
稚
園
児
の
成
長
度
合
い
は
、
学
年
に

よ
り
大
き
く
異
な
り
ま
す
。文
字
の
理
解
が
不
要
な
も
の
、

自
粛
生
活
の
中
、
室
内
で
遊
び
が
完
結
す
る
も
の
と
い
う

条
件
で
選
定
し
た
所
、「
あ
い
う
え
お
ポ
ー
ズ
カ
ル
タ
」

が
適
し
て
い
る
と
考
え
、
こ
れ
を
全
園
児
に
贈
る
事
を
決

定
し
ま
し
た
。
あ
い
う
え
お
ポ
ー
ズ
カ
ル
タ
は
、
読
み
手

の
読
ん
だ
ポ
ー
ズ
の
描
か
れ
た
取
り
札
の
ポ
ー
ズ
を
一
番

早
く
真
似
し
た
人
が
札
を
取
れ
る
と
言
う
ル
ー
ル
の
カ
ル

タ
で
す
。
ユ
ー
モ
ア
な
ポ
ー
ズ
を
取
る
こ
と
で
全
身
運
動

が
叶
い
、
そ
の
ポ
ー
ズ
を
見
て
、
家
族
に
笑
い
が
起
こ
る

と
言
う
、
こ
こ
ろ
と
身
体
を
健
康
に
保
つ
豊
か
な
時
間
を

実
現
す
る
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

【
ご
褒
美
メ
ダ
ル
の
作
成
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
幼
稚
園
活
動
で
子
ど
も
た
ち
が
触
れ

本
を
変
え
、
各
学
年
団
毎
、
月
2
冊
配
信
し
た
。

■
メ
リ
ッ
ト
■

① 

全
員
が
視
聴
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
観
覧
し
な

か
っ
た
子
ど
も
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

② 

自
宅
で
撮
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
活
動
に
参
加
で
き
な

い
家
族
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
※
例　
母
→
朗
読　
姉
→
ペ
ー
ジ
を
め
く
る　
父
→
撮
影

③ 

感
染
リ
ス
ク
が
な
い
。

■
デ
メ
リ
ッ
ト
■

　
読
み
手
、
聞
き
手
が
お
互
い
に
表
情
を
直
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
対
面
と
異
な
り
、
動
画
配
信
だ
と
一
方
的
に

な
り
、
双
方
向
の
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
。

　
な
お
、
各
教
室
で
朝
の
時
間
に
、
ク
ラ
ス
単
位
で
活
動

す
る
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
う
「
朝
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
も

あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
各
教
室
、
教
卓
で
読
み
聞
か
せ
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
距
離
を
保
っ
て
対
面
で
行
い
ま
し

た
。
教
卓
か
ら
だ
と
み
え
に
く
い
と
い
う
配
慮
で
、

I
p
a
d
な
ど
の
端
末
を
利
用
し
て
、
テ
レ
ビ
に
ミ
ラ
ー

リ
ン
グ
し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
対

面
化
で
も
工
夫
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③ 

ス
リ
ッ
パ
を
使
わ
な
い
よ
う
靴
カ
バ
ー
を
し
て
校
舎
に

入
っ
た
。

④ 

部
門
別
（
中
学
生
用
、
小
学
生
体
操
服
、
幼
稚
園
等
）

に
会
場
を
分
け
、
ま
た
サ
イ
ズ
も
分
か
り
や
す
く
分
類

し
、
人
の
動
線
も
一
方
通
行
に
し
て
保
護
者
同
士
交
差

し
な
い
よ
う
に
し
た
。

⑤ 

精
算
場
所
を
3
か
所
設
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
精
算
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

⑥ 

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
も
ら
い
、
商
品
を
自
分
で

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
今
ま
で
は
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
の
大
混

雑
の
よ
う
な
中
で
の
開
催
だ
っ
た
が
、

当
日
は
混
雑
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
人
が
流
れ
、
陳
列
も
整
然
と
並
べ
ら

れ
て
見
や
す
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　
1０
年
以
上
続
い
て
い
る
継
続
事
業
で

す
が
、
今
後
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
保
護
者
の
方
の
満
足
度
も
上
が
り
、

子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
た
い
。

　
保
護
者
の
方
か
ら
「
洗
い
替
え
で
も
う
一
枚
体
操
服
が

欲
し
い
」
と
か
、ま
た
「
き
れ
い
な
の
に
小
さ
く
な
っ
た
」

「
卒
業
し
て
も
う
使
わ
な
い
制
服
が
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
声
に
対
し
て
、
不
要
に
な
っ
た
制
服
や
体
操
服
等
を

回
収
し
、
主
に
総
会
時
に
格
安
で
販
売
し
、
売
上
金
で
子

ど
も
の
好
き
そ
う
な
図
書
や
遊
具
を
購
入
し
て
寄
付
を

行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
販
売
は
お
ろ
か
回
収
も
ま
ま
な
ら

な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
回
収
は
無
人
で
行
い
、
そ
し
て
販
売
で
は
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
密
に
な
ら
な
い
工
夫
を
し
て
事
業

を
開
催
し
た
。

　
今
回
工
夫
し
た
点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
受
付
を
1
か
所
に
し
、
検
温
・
手
指
の
消
毒
を
行
っ
た
。

② 

整
理
券
を
配
り
、
各
会
場
に
大
勢
入
ら
な
い
よ
う
順
番

に
案
内
し
た
。

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
学
園　
松
韻
会

優
秀
賞　

コロナ禍でのエコ販売事業

　
本
校
に
は
「
昼
休
み
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
と
い
う
、
昼
休

み
の
時
間
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
活
動
を
行
う
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま

す
。
活
動
は
、
月
1
回
金
曜
日
の
お
昼
休
み
に
、
多
目
的

ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
視
聴
覚
室
の
よ
う
な
場
所
で
行
い
、

全
学
年
を
対
象
に
、
様
々
な
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
絵
本
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
通
常
の
活
動
（
対

面
で
の
読
み
聞
か
せ
）
が
で
き
な
く
な
っ
た
今
年
度
行
っ

た
の
は
「
読
み
聞
か
せ
動
画
の
配
信
」
で
す
。

メ
ン
バ
ー
が
読
み
聞
か
せ
の
動
画
を
各
々
撮
り
、
各
ク
ラ

ス
お
弁
当
の
時
間
や
、
朝
の
会
、
帰
り
の
会
な
ど
で
観
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。例
年
、ク
リ
ス
マ
ス
や
卒
業
記
念
に
行
っ

て
い
る
、
ピ
ア
ノ
を
B
G
M
に
絵
本
を
読
み
か
せ
る
イ
ベ

ン
ト
も
動
画
で
行
い
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
動
画
の
や
り
と
り
■

　

Google

ド
ラ
イ
ブ
を
利
用
し
、メ
ン
バ
ー
→
リ
ー
ダ
ー

→
校
務
主
任
→
各
ク
ラ
ス
と
い
う
方
法

■
回
数
と
絵
本
の
種
類
■

　
6
学
年
同
じ
絵
本
で
は
な
く
、
発
達
に
あ
わ
せ
た
絵
本

を
提
供
す
る
た
め
に
、
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
と
絵

静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
浜
松
小
学
校

父
母
と
教
師
の
会

優
秀
賞　

コロナ禍　読み聞かせ動画の取り組み

　
本
園
に
は
、
本
部
・
文
化
部
・
ベ
ル
マ
ー
ク
部
・
体
育

部
・
文
集
部
と
い
う
五
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
育
友

会
（
P
T
A
）
活
動
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
一

つ
で
あ
る
「
体
育
部
」
の
前
年
度
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
園
児
が
身
体
を
動
か
し
、家
庭
で
楽
し
め
る
事
は
何
か
】

　
昨
年
4
、
5
月
は
、
自
粛
期
間
が
続
き
、
地
域
に
あ

る
公
園
は
閉
鎖
さ
れ
、
満
足
に
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

な
い
日
々
が
続
き
、
子
ど
も
達
は
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス

に
晒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
体
育
部
で
は
、

家
庭
で
の
運
動
的
な
遊
び
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
本
校
P
T
A
で
は
、
定
員
の
減
少
や
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
を
見
据
え
、
役
員
数
の
削
減
や
P
T
A
活
動
の
負

担
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
会
議
や
配
布
物
な
ど

「
学
校
に
赴
き
行
う
作
業
」
を
「
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で

も
で
き
る
」
作
業
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
に

即
し
た
「
誰
も
が
無
理
な
く
積
極
的
に
参
加
で
き
る
」

P
T
A
活
動
を
実
現
し
よ
う
と
、
年
度
当
初
以
前
よ
り
、

選
挙
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
制
度
の
見
直
し
や

I
C
T
環
境
を
整
え
組
織
運
営
改
革
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
各
案
内
や
募
集
時
の
配
布
物
に
関
し
て
は
、
学
校
に
赴

き
コ
ピ
ー
、
配
布
、
集
計
も
し
て
お
り
、
学
校
に
集
ま
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
幼
稚
園
行

事
の
実
行
が
難
し
い
中
、
保
護
者
と
先
生
が
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
問
い
直
し
、
2
0
2
0

年
秋
に
計
画
し
て
い
た
保
護
者
等
向
け
即
売
会
で
あ
る

「
バ
ザ
ー
」
に
つ
い
て
、
開
催
方
法
を
工
夫
し
て
適
切
な

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
子
ど

も
た
ち
も
楽
し
め
る
新
し
い
企
画
を
取
り
入
れ
て
実
施
し

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
特
段
の
制
限
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
参
加
対
象

者
は
、
園
児
と
そ
の
保
護
者
に
限
定
し
、
開
催
日
も
休
日

か
ら
平
日
へ
変
更
。
開
催
場
所
は
、
３
密
回
避
の
観
点
か

ら
、
例
年
行
っ
て
い
た
狭
小
な
保
育
室
で
は
な
く
、
広
い

こ
と
を
極
力
少
な
く
す
る
た
め
、
学
校
が
利
用
し
て
い
た

既
存
の
緊
急
メ
ー
ル（
保
護
者
に
一
斉
送
信
で
き
る
も
の
）

を
P
T
A
活
動
に
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
案
内
に
つ
い
て
は
メ
ー
ル
本
文
と
と
も

に
資
料
・
活
動
報
告
な
どGoogle

ド
ラ
イ
ブ
に
保
存
し
た

フ
ァ
イ
ル
へ
の
共
有
U
R
L
を
添
付
す
る
事
で
閲
覧
し
て

い
た
だ
き
、
参
加
募
集
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は

Google

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
手
法
で

す
。
同
様
に
、
役
員
選
挙
に
関
し
て
も
立
候
補
の
受
付
な

ど
同
じ
方
法
で
行
い
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
活
動
に
お
い
て
も
、
会
議
に
関
し
て
は
、
附
属
す

る
三
重
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
許
可
を
い
た
だ

き
、
Z
o
o
m
会
議
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
学

校
で
の
書
類
や
現
金
の
受
け
渡
し
が
主
だ
っ
た
会
計
作
業

も
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
が
可
能
で
は
な
い
か
検

幼
稚
園
ホ
ー
ル
へ
見
直
し
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
当
日
は
午
前
／
午
後
の
２
部
制
と
し
、
午
前
の

部
は
新
た
に
企
画
し
た
「
園
児
向
け
バ
ザ
ー
」
と
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
ク
ラ
ス
別
に
参
加
時
間
を
設
定

し
、
参
加
ま
で
の
待
機
時
間
は
、「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

と
言
わ
れ
る
本
園
の
良
さ
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は

先
生
と
遊
び
な
が
ら
森
で
待
機
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
会
場

で
は
、
保
護
者
が
「
お
店
の
人
」
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

は
「
お
客
さ
ん
」
と
な
っ
て
、
廃
材
を
使
っ
た
保
護
者
手

作
り
の
お
も
ち
ゃ
等
を
買
う
„
お
買
い
物
ご
っ
こ
＂
と
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
あ
る
保
護
者
向
け
即
売
会
で
は
、
参
加
者

を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
買
い
物
が
で
き
る
人
数
を

限
定
。
入
口
は
１
つ
に
し
、
入
場
者
へ
消
毒
の
実
施
や
マ

ス
ク
着
用
を
確
認
。
出
口
は
別
に
設
け
、
密
集
を
回
避
す

る
と
共
に
、
人
と
の
接
触
を
減
ら
し
ま
し
た
。

京
都
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園　
育
友
会

三
重
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校　
育
友
会

広
島
大
学
附
属
幼
稚
園　
木
い
ち
ご
の
会

優
秀
賞　

優
秀
賞　

優
秀
賞　

今できること
～温もりを込めた遊びの提案～

時代に即した「30年先を
見据えての PTA 活動の見直し」

コロナ禍でも子どもたちに
楽しい思い出を

撮影風景の事例

視聴風景の事例

　
当
日
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
れ
を
買
う
か
時

間
を
か
け
て
選
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、「
自
分
で
買
い

物
が
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想

や
、
そ
の
後
の
保
育
や
家
庭
の
中
で
„
お
買
い

物
ご
っ
こ
＂
を
し
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
保
護
者
か
ら
も
「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
、素
敵
な
思
い
出
に
な
っ

た
」と
好
意
的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
と
先
生
が
協
力
し
合
い
、「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
い
う
方
向
性
を
共
に
し
な
が

ら
、
最
後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
回

の
バ
ザ
ー
開
催
に
繋
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

は
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
も

様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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カンガルー保険のご案内2021年度
中途加入受付中

団体総合生活保険
任意加入制度
24時間補償

保険期間

加入対象者

加入手続き
申込締切日

全員加入制度

国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ この保険（一社）は 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の団体保険です。

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社】社会険保受引【
（担当課）公務第二部文教公務室 〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL：03－3515－4133　FAX：03－3515－4132

損害保険ジャパン株式会社【引受保険会社】
団体・公務開発部　第三課　〒160-8338 東京都新宿区西新宿１-26-1　TEL:03－3349－5408　FAX:03－6388－0162

2021年４月１日午後４時から2022年４月１日午後４時まで１年間
※随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は2022年４月１日午後４時に終了します。）
※ご加入ご希望の方は、取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求、保険料につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特
別支援学校に通われている幼児・児童・生徒（ご加入時に満３歳以上から満１８歳以下の方に限ります。）

パンフレット差込の加入依頼書にご記入・ご捺印（銀行届出印）のうえ、返信用封筒にてご返送ください。
随時ご加入いただけます。（お手続きの翌月１日（午後４時）からの補償開始となります。）　

保険期間 2021年６月１日午後４時から2022年６月１日午後４時まで
※「カンガルー保険（全員加入制度）」は(一社)全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン
株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責
任保険（PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）をそれぞれ組み合わせて加入する補償制度のペットネームです。
※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店または損保ジャパ
ンまでお問い合わせください。

約50％割引
全国国立大学附属学校（一社） ＰＴＡ連合会
が窓口の団体契約なので、
保険料が約50％割安です。

・団体割引：30％ ・損害率による割引：25％
・大口団体契約割引：10% 適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに
対応した安心のための
２４時間補償制度です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆様のケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆様のケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

・保険料のお支払は、　　 
便利な「口座振替方式」
・更新のお手続きは、         
便利な「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆様を犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋久松町11-6
日本橋TSビル 8F

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

簡単・便利！ ※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

2021年4月作成
21-TC00278 SJ21-00474　2021年4月14日

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。

全附連ホームページ＆Facebookページの紹介

編
集
委
員

全
附
P
連

担
当
副
会
長　
大
倉　
宏
冶

�

（
岡
山
中
）

担
当
副
会
長　
桑
名　
良
尚

�

（
三
重
中
）

広
報
委
員
長　
西
村　
寧

�

（
滋
賀
小
）

広
報
副
委
員
長　
阿
部　
智

�

（
千
葉
中
）

広 

報 

委 

員　
仁
木　
陽
介

�

（
福
岡
小
倉
中
）

学校名 活動名
千葉大学教育学部附属小学校 CAP（子ども暴力防止）プログラム・ワークショップ

琉球大学教育学部附属中学校 琉球大学教育学部附属中学校　全体研修会
「ネットリテラシー講演会」

京都教育大学附属幼稚園 親子で心を考える図書の配布とアンケートの実施
大阪教育大学附属幼稚園 オンライン話そう会～子どもたちの仲間関係について学ぶ～

熊本大学教育学部付属小学校 PLE（家庭教育）セミナー
講演　「スマホの向こう側」～インターネット世界に出された子どものSOSに気づく～

いじめ防止プログラム助成事業
　全附P連では、いじめ対策に関する取り組みを活
発化させていくために、いじめ対策活動等助成事業
を実施しています。この事業を通じ、いじめに苦し
む生徒、児童、園児たちが一人でも少なくなるよう
な学校づくりに貢献していきたいと考えています。

理解プロジェクト
学校名 活動名

筑波大学附属大塚特別支援学校 「道草」上映会
～一緒に見て、一緒に考える～

宮城教育大学附属特別支援学校 PTA特別イベント
『コロナに負けるな！ あつまれ ふとくの森（仮称）』

就労支援プロジェクト
学校名 活動名

筑波大学附属大塚特別支援学校 チャレンジドハウスキーピング

カンガルーシップ活動助成事業
　カンガルーシップ活動助成事業は「障がいの理解につながる活動」や「特
別支援学校・学級との校種を超えた取り組み」を応援する事業です。お互い
の個性を認め合い共に生きる社会を附属学校園から発信していきましょう。

令和２年度 全附Ｐ連助成事業報告
令和2年度に全国で実施された助成事業を紹介します。
またリスト中の活動についても、一部全附連ホームページ
でも紹介しています。ぜひご覧ください。

　「子どもたちとこの国の未来のために～今こそ附属の底力を見せ
て、新しい時代に向き合おう～」をスローガンにリモート型で開催。
未来を拓く教育の最新情報をお届けします！多くの皆様のご参加、
お待ちしています！！
9月25日（土）13:00 〜 1７:30　オンライン開催！（YouTube配信）

　
全
附
P
連
で
は
、
全
国
の
附
属
学
校
園
の
皆
様
に

役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
よ
う
と
、『
附
属
だ
よ
り
』

と
い
う
紙
媒
体
の
広
報
誌
を
年
に
2
回
発
行
し
て
お

り
ま
す
。
全
国
の
た
く
さ
ん
の
方
に
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
媒
体
と
し
て
継
続
し
て
発
行
し
続
け
て
き

ま
し
た
『
附
属
だ
よ
り
』
は
今
号
で
1
1
7
号
を
数

え
る
ま
で
に
な
り
、
今
後
も
回
を
重
ね
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
年
に
2
回
の
発
行
と

な
り
ま
す
と
情
報
の
鮮
度
と
い
う
意
味
で
は
必
ず
し

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届
け
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
を
補
う
媒
体
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報

開
示
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
全
附
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

全
附
P
連
で
は
情
報
発
信
の
ベ
ー
ス
と
し
て

W
E
B
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
こ
の
度
8
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
よ

り
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
見
や
す
く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
と
な
り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
携
帯
端
末

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
も
見
や
す
く
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
ま
た
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
で
は
、
全
附
P

連
の
直
近
の
動
き
を
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、
全
国
の
附

属
学
校
園
の
目
新
し
い
情
報
な
ど
を
収
集
し
て
皆
様

と
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
頂
け

ま
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
『
附
属
だ
よ
り
』、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
F
a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ
全
て
に
役
割
が
あ
り
大
切
な
媒
体
で
す
。
皆

様
に
と
っ
て
全
附
P
連
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る

よ
う
、
ま
た
多
く
の
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

全国大会

全
附
連

第12回

　
こ
の
度
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学

校
教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会（
以
後
、

全
附
後
連
と
呼
称
し
ま
す
）
の
理
事

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
幡
谷　
公
朗

で
す
。以
前
か
ら
後
援
会
組
織
を
持
っ

て
い
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
13
年
の
文
部
科
学
省
通
達
に
よ
り
、

国
立
大
学
附
属
学
校
園
の
大
半
に
寄

附
金
管
理
団
体
と
し
て
の
教
育
後
援

会
組
織
が
P
T
A
と
分
離
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
P
T
A
は
現
役
保
護
者
で
運
営
さ

れ
る
の
に
対
し
、
寄
附
金
の
資
金
管

理
団
体
と
し
て
の
教
育
後
援
会
は
現

役
保
護
者
で
は
な
い
者
が
運
営
す
る

こ
と
と
指
導
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
国
の
予
算
か
ら
配
分
さ
れ

る
国
立
大
学
向
け
の
運
営
費
交
付
金

は
毎
年
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
附
属

学
校
園
に
於
け
る
寄
附
金
の
重
要
性

は
益
々
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
寄
附
金
の
取
り

扱
い
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
、

令
和
元
年
に
文
部
科
学
省
に
確
認
し

た
寄
附
金
に
関
す
る
解
釈
を
踏
ま
え
、

適
切
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

出
て
き
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、

在
校
生
以
外
か
ら
広
く
寄
附
金
を
集

め
る
為
の
方
策
、
一
部
の
学
校
で
は

認
め
ら
れ
て
い
る
寄
附
金
の
所
得
税

控
除
へ
の
取
り
組
み
等
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
全
国
の
教
育

後
援
会
が
集
ま
り
調
査
研
究
し
附
属

学
校
園
の
運
営
を
支
援
す
べ
く
、
平

成
2９
年
9
月
に
全
附
後
連
は
設
立
さ

れ
、
現
在
、
全
国
で
９４
校
園
が
加
盟

し
て
お
り
ま
す
。

　
全
附
後
連
は
、
昨
年
度
1
年
間
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
休
会
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
全
附

P
連
と
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
活

動
し
、情
報
発
信
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
1
年
間
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 全

国
国
立
大
学
附
属
学
校

教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会

理
事
長 

幡
谷 

公
朗

国
立
大
学
附
属
学
校
園
の

P
T
A
の
皆
様
へ

全附連ホームページ

Facebookトップページ


